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は
じ
め
に
の
前
に
ひ
と
言

本
来
、
中
期
事
業
計
画
は
内
部
の
者
が

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
広
報
誌
な

ど
を
つ
う
じ
て
外
部
に
発
信
す
る
性
格
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
度
、
あ

え
て
、
日
頃
、
当
法
人
を
支
え
て
頂
い
て

い
る
皆
様
に
も
発
信
し
、
当
法
人
の
中
期

将
来
像
を
示
す
こ
と
で
、
自
ら
の
行
動
を

確
実
な
も
の
に
し
、
ま
た
、
さ
ら
な
る
連

帯
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

重
要
な
経
営
指
針
に
、

１
．
経
営
管
理
に
関
す
る
こ
と

２
．
支
援
の
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と

３
．
人
材
に
関
す
る
こ
と

４
．
地
域
連
携
に
関
す
る
こ
と

の
４
項
目
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ビ

ジ
ョ
ン
（
理
想
の
姿
）、
主
な
施
策
、
行
動

計
画
を
示
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
70
年
の
歴
史
の
中
で
築
い
て

き
た
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。
容
易
な
こ
と

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
期
中
に
達
成
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
当
法
人
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人

の
目
標
と
し
て
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

国
連
・
障
害
者
権
利
条
約
が
２
０
０
６

年
12
月
13
日
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、

わ
が
国
は
、
２
０
１
４
年
１
月
20
日
に
批

准
し
ま
し
た
。
本
条
約
は
、
あ
ら
ゆ
る
障

害
者
の
尊
厳
と
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に

定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
他
の
も
の
と
の
平

等
が
基
礎
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
障
害
の

概
念
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
法
人
は
、
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年

10
月
に
事
業
開
始
以
来
、
障
害
の
あ
る
人

の「
完
全
参
加
と
平
等
」を
実
現
す
る
た
め
、

平
等
性
、企
業
性
、民
間
性
を
事
業
理
念
に
、

当
事
者
を
主
体
と
し
て
、
各
種
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
公
益
事
業
等
を
つ
う
じ

て
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
障
害
を
理
由
に
生
き
る
諸

権
利
が
制
限
さ
れ
る
状
況
を
改
善
し
て
い
く

た
め
に
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
と

も
に
手
を
携
え
、
協
働
し
て
取
り
組
み
ま

す
。社

会
福
祉
法
人
改
革
に
よ
り
民
間
企
業

と
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
議
論

さ
れ
ま
し
た
。
日
本
経
済
が
不
透
明
な

中
、
事
業
運
営
に
お
い
て
は
慎
重
か
つ
確

実
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
不

採
算
事
業
の
経
営
改
善
や
新
規
事
業
の

開
拓
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
高
度
な
支
援
力

の
向
上
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
激
変

す
る
制
度
改
革
や
低
迷
す
る
経
済
環
境
等

に
よ
り
、
先
を
見
通
す
こ
と
が
大
変
困
難

な
状
況
の
中
で
見
直
し
た
中
期
事
業
計
画

は
、
２
０
１
９
年
で
区
切
り
を
迎
え
ま
し

た
。
本
来
な
ら
連
続
し
て
策
定
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
社
会
福
祉
法

人
の
経
営
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
社
会
情

勢
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
地
域
社
会
の

障
害
者
ニ
ー
ズ
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
、
さ
ら
に
は
、
予
期
し
な
い
感
染
症
な

ど
へ
の
対
策
も
常
時
必
要
と
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
間
延
期
し
て
き
ま

し
た
。
法
人
創
立
70
周
年
の
節
目
に
当
た

り
、
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
を
起
点

と
し
た
新
た
な
中
期
事
業
計
画
（
５
カ
年
）

を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も
視
野
に
入
れ
て
策
定
し

ま
す
。

あ
る
べ
き
姿

（
東
京
コ
ロ
ニ
ー
の
将
来
像
）

一
法
人
と
し
て
、
普
遍
的
な
価
値
観
を

示
し
て
い
ま
す
。

〇�

歴
史
と
伝
統
に
敬
意
を
払
い
つ
つ
、
常

に
、
改
革
、
前
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〇�

地
域
に
存
在
す
る
事
業
所
が
一
丸
と

な
っ
て
、法
人
事
業
を
支
え
、発
展
さ
せ
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
「
完
全
参
加
と

平
等
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〇�

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ

り
続
け
ま
す
。

１
．
経
営
管
理
に
関
す
る
こ
と

ビ
ジ
ョ
ン
（
理
想
の
姿
）

（
Ａ
）
持
続
可
能
な
経
営

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
社
会
背
景
に
も
意
識
し
て
、

中
・
長
期
に
亘
っ
て
健
全
な
経
営
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
安
定
的
な
財
務
基
盤

を
備
え
、
社
会
環
境
の
変
化
や
自
然
災
害
・

感
染
症
予
防
な
ど
を
含
む
危
機
管
理
へ
柔

軟
に
対
応
で
き
る
、
持
続
可
能
な
経
営
が

確
立
し
て
い
る
。

（
Ｂ
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
と
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
確
立

法
令
遵
守
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
正

か
つ
透
明
性
の
高
い
法
人
経
営
を
実
現
す

る
た
め
に
、
組
織
全
体
を
適
切
に
統
制
し
、

実
効
性
の
あ
る
管
理
体
制
が
充
実
し
て
い

る
。主

な
施
策

①�　

法
人
創
立
以
来
の
独
立
採
算
性
は
、

拠
点
単
位
の
努
力
に
よ
っ
て
経
営
体
力

と
事
業
継
続
に
繋
が
っ
た
が
、
一
方
で
、

拠
点
間
の
不
公
平
や
不
平
等
を
生
ん
で

時　評

理事長　中村　敏彦

中期事業計画
（2022年度～2026年度）

─ 2 ─



コロニーとうきょう Vol.175

い
る
こ
と
に
は
、
法
人
と
し
て
猛
省
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
障
害
者
総
合
支

援
法
な
ど
根
拠
法
の
変
化
に
伴
い
、
現

在
の
事
業
本
部
制
に
沿
わ
な
い
こ
と
や

公
益
事
業
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
整

理
が
必
要
な
こ
と
、
ま
た
、
各
拠
点
が

地
域
に
散
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
在
の
事
業
本
部
制
を
含
め
、
組
織
体

系
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

持
続
可
能
な
事
業
運
営
に
は
、
単
に
資

金
を
移
動
し
て
赤
字
を
埋
め
る
の
で
は

な
く
、
赤
字
を
生
ま
な
い
体
力
を
作
る

こ
と
、
そ
し
て
、
持
続
で
き
る
体
力
に

育
て
る
こ
と
が
優
先
課
題
で
あ
る
。
併

せ
て
、
独
立
採
算
制
の
是
非
を
問
い
つ

つ
、
各
拠
点
の
一
つ
ひ
と
つ
が
法
人
立

事
業
で
あ
る
と
い
う
意
識
改
革
を
図
る
。

②�　

法
人
運
営
の
統
制
、
透
明
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、
不
要
な
会
議
を
増
や
さ

な
い
こ
と
に
も
配
慮
し
て
、
次
世
代
も

参
加
す
る
主
要
会
議
で
課
題
を
共
有
す

る
。
会
計
監
査
人
必
置
法
人
と
し
て
監

査
を
継
続
し
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
取
得
法
人
と
し
て
個
人
情
報
保

護
を
徹
底
す
る
。
さ
ら
に
、
激
変
す
る

制
度
・
政
策
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
情
報
収
集
・
共
有
を
積
極
的
に
行
う
。

見
識
を
高
め
、
地
域
の
社
会
資
源
と
な

る
べ
く
、
外
部
の
関
連
会
議
等
に
は
積

極
的
に
参
加
し
役
割
を
果
た
す
。

行
動
指
針

①�　

就
労
支
援
事
業
の
採
算
性
を
見
極
め
、

不
採
算
事
業
の
経
営
改
善
を
図
り
、
新

規
事
業
の
開
拓
も
同
時
に
着
手
す
る
。

必
要
な
資
金
運
用
や
資
金
繰
り
に
つ
い

て
各
事
業
所
が
連
携
し
て
全
体
債
務
の

削
減
を
図
る
。
段
階
的
に
将
来
必
要
と

な
る
法
人
全
体
で
活
用
で
き
る
資
金
の

積
立
て
を
実
施
す
る
。

②�　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
適
宜

見
直
し
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
、
よ
り
良
い
生
活
を
送
れ
る
環
境

な
ど
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
と
っ
て

有
意
義
な
時
間
と
空
間
を
提
供
で
き
る

環
境
を
維
持
・
整
備
す
る
。
ま
た
、
未

知
な
る
感
染
症
は
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療

薬
の
開
発
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
今
後
ま

た
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
。

継
続
し
て
日
常
的
に
感
染
予
防
対
策
に

は
徹
底
し
て
取
り
組
む
。

③�　

法
人
内
組
織
に
お
け
る
権
限
に
つ
い

て
は
、
職
務
権
限
規
程
・
経
理
関
係
実

務
決
裁
基
準
に
よ
り
徹
底
し
、
権
限
と

責
任
が
連
動
し
た
管
理
体
制
と
す
る
。

加
え
て
、
管
理
職
は
、
組
織
内
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
ま
た
、
事
業

所
間
の
連
携
を
深
め
、
事
業
実
践
・
問

題
解
決
・
原
因
究
明
・
説
明
責
任
等
を

遂
行
す
る
。

２
．
支
援
の
質
の
向
上
に
関
す
る
こ
と

ビ
ジ
ョ
ン
（
理
想
の
姿
）

（
Ａ
）
人
権
尊
重

利
用
者
の
自
己
決
定
な
ら
び
に
自
己
選

択
を
尊
重
し
、
個
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る

支
援
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｂ
）
支
援
の
質

従
業
員
間
の
良
好
な
人
間
関
係
の
も
と
、

業
務
改
善
の
積
み
重
ね
に
よ
り
支
援
の
質

が
向
上
し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
る
。

（
Ｃ
）
環
境
整
備

安
心
・
安
全
で
衛
生
的
か
つ
快
適
な
生

活
・
職
場
環
境
が
継
続
的
に
整
備
さ
れ
、

利
用
者
満
足
が
向
上
し
て
い
る
。

（
Ｄ
）
所
得
保
障

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
生
活
支
援
な
ら
び
に
賃

金
・
工
賃
収
入
が
向
上
し
て
い
る
。

主
な
施
策

①�　

国
連
・
障
害
者
権
利
条
約
を
基
本
指

針
に
、
利
用
者
の
権
利
擁
護
に
努
め
る
。

と
同
時
に
障
害
者
に
関
す
る
社
会
問
題

に
も
注
目
し
、
当
事
者
や
他
の
団
体
等

と
も
連
携
し
て
問
題
解
決
へ
の
運
動
に

参
画
す
る
。

②�　

研
修
や
学
習
の
場
を
つ
う
じ
て
、
支

援
力
の
向
上
を
図
る
等
、
日
常
的
な
研

鑽
に
努
め
る
。
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
や
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
公
正
、
中

立
的
な
評
価
を
受
け
る
た
め
、
定
期
的

に
第
三
者
評
価
を
受
審
す
る
。

③�　

職
場
や
生
活
の
場
の
環
境
整
備
に
は

常
に
配
慮
し
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り

を
目
指
す
。
障
害
の
程
度
に
関
わ
ら
ず
、

働
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
、
就
労

支
援
事
業
の
見
直
し
や
新
規
事
業
へ
の

取
組
を
強
化
し
、
所
得
を
含
め
た
処
遇

改
善
を
常
に
意
識
す
る
。
ま
た
、
就
労

支
援
事
業
所
が
属
す
る
地
域
に
お
い
て

は
、
働
く
こ
と
を
支
え
る
生
活
支
援
事

業
の
充
実
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
新

た
な
設
置
も
検
討
す
る
。

行
動
指
針

①�　

人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
虐
待

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
教
育
す
る
。

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
も
視
野

に
利
用
者
の
権
利
擁
護
に
努
め
る
。

②�　

支
援
の
難
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
、

法
人
内
・
外
の
関
係
者
、
機
関
と
連
携

し
て
取
り
組
む
。
ま
た
、
苦
情
・
事
故

等
の
発
生
状
況
、
解
決
策
等
の
情
報
共

有
を
図
り
、
従
業
員
が
連
携
し
て
対
応

す
る
。
高
齢
化
・
重
度
化
へ
の
対
応
も

視
野
に
専
門
性
の
高
い
人
材
育
成
に
努

め
、
ま
た
、
精
神
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
も

─ 3 ─
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高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
短
時
間
や

リ
ワ
ー
ク
（
復
職
）
を
意
識
し
た
支
援

の
充
実
を
図
る
。

③�　

様
々
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
お
い
て
、
利
用
者
と
ご
家
族
へ
の
充

分
な
説
明
を
行
い
、同
意
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
徹
底
す
る
。
必
要
に
応
じ

て
、
ご
家
族
と
の
交
流
の
場
を
持
ち
、

情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
ニ
ー
ズ
収
集

に
努
め
る
。
ま
た
、
支
援
専
門
職
や
嘱

託
医
・
看
護
師
連
携
の
も
と
、
職
場
環

境
の
改
善
や
健
康
指
導
等
を
充
実
さ
せ

る
。
従
業
員
全
員
が
支
援
員
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
役
割
を
果
た
す
。

３
．
人
材
に
関
す
る
こ
と

ビ
ジ
ョ
ン
（
理
想
の
姿
）

（
Ａ
）
人
材
確
保

処
遇
向
上
・
安
定
、
働
き
や
す
い
環
境
、

人
事
交
流
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
へ
の

配
慮
な
ど
に
よ
り
、
障
害
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
良
質
な
人
材
が
継
続
的
に
確
保
さ

れ
て
い
る
。

（
Ｂ
）
人
材
育
成

人
事
考
課
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に
機
能
し
、

従
業
員
が
自
ら
の
将
来
像
を
描
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
能
力
・
資
格
・
経
験
等
に
応

じ
た
適
切
な
育
成
体
制
が
実
現
し
て
い
る
。

（
Ｃ
）
人
材
活
用

従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
自
己
実
現
を
目

指
し
、
ま
た
、
活
躍
し
、
誇
り
や
使
命
感

を
持
て
る
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
が
実
現

し
て
い
る
。 

主
な
施
策

①�　

法
人
全
体
の
求
人
状
況
を
集
約
し
共

有
す
る
。新
卒
な
ど
の
募
集
は
常
時
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
中
・
長
期

的
な
視
点
で
、
必
要
な
人
材
確
保
に
取

り
組
む
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
応
募
に
つ

な
が
る
よ
う
魅
力
的
な
内
容
に
早
期
に

改
定
す
る
。

②�　

事
業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
後

継
者
の
確
保
と
育
成
は
欠
か
せ
な
い
。

障
害
者
も
積
極
的
に
雇
用
し
、
経
営
層

に
も
登
用
し
て
い
く
。
法
人
全
体
、
あ

る
い
は
各
事
業
所
、
部
署
に
お
い
て
は
、

常
に
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
計
画

性
を
も
っ
て
取
り
組
む
。
一
方
で
高
齢

化
社
会
に
伴
う
働
き
方
や
職
場
配
置
な

ど
労
働
環
境
や
条
件
な
ど
を
見
直
す
。

③�　

従
業
員
処
遇
に
つ
い
て
は
、
法
人
内

の
事
業
所
間
格
差
是
正
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
人
事
考
課
制
度
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
組
織
の
活
性
化
を
図
る
。

加
え
て
、
従
業
員
の
目
標
や
希
望
等
を

把
握
し
、研
修
・
教
育
等
に
反
映
さ
せ
る
。

④�　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
は
職
場
の
人

間
関
係
に
よ
る
要
素
が
大
き
い
。
新
規

採
用
者
に
は
、
初
期
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
そ
の
後
も
Ｏ
Ｊ
Ｔ

な
ど
を
つ
う
じ
て
経
験
年
数
の
異
な
る

従
業
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

活
性
化
す
る
。
加
え
て
、
当
法
人
の
一

員
と
し
て
相
応
し
い
人
材
を
育
成
す
る

た
め
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
。

行
動
指
針

①�　

管
理
部
門
、
総
務
部
門
、
営
業
部
門

な
ど
、
協
働
可
能
な
部
門
で
は
統
合
化

を
検
討
し
、
当
面
は
積
極
的
に
人
事
異

動
・
交
流
を
実
施
す
る
。
専
門
技
術
が

求
め
ら
れ
る
部
門
に
つ
い
て
は
、
部
門

内
で
の
配
置
転
換
・
交
流
を
行
い
、
組

織
の
硬
直
化
を
回
避
す
る
。

②�　

仕
事
と
生
活
の
質
の
向
上
の
た
め
、

所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
お
よ
び
年
次

有
給
休
暇
の
取
得
促
進
を
図
る
。
少
子

化
・
高
齢
化
社
会
を
視
野
に
入
れ
た
働

き
方
改
革
に
留
意
し
、
誰
も
が
働
き
や

す
い
環
境
と
処
遇
を
目
指
す
。
従
業
員

の
自
己
申
告
を
含
め
、
自
己
研
鑚
の
機

会
を
多
く
提
供
し
、
併
せ
て
資
格
取
得

奨
励
に
つ
な
が
る
手
当
等
を
適
宜
見
直

す
。
管
理
職
や
従
業
員
の
資
質
の
向
上

を
図
る
た
め
に
、
研
修
や
教
育
を
年
度

ご
と
に
計
画
し
実
施
す
る
。

③�　

職
場
に
お
け
る
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
行
為
は
、
差
別
意
識
の
根
源
と
も
い

え
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
労
働
関
連

法
で
は
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
も

義
務
化
さ
れ
た
。
内
部
の
研
修
に
加
え
、

外
部
の
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
さ
せ
、
徹
底
し
た
教
育
を

実
施
す
る
。

４
．
地
域
連
携
に
関
す
る
こ
と

ビ
ジ
ョ
ン
（
理
想
の
姿
）

（
Ａ
）
連
携
活
動

地
域
の
多
様
な
関
係
機
関
、
組
織
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
地
域
の
様
々
な
課
題

に
取
り
組
み
、
地
域
の
信
頼
を
深
め
て
い

る
。

（
Ｂ
）
地
域
資
源

制
度
や
地
域
の
課
題
・
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
、
地
域
に
密
着
し
た
先
駆
的
、

開
拓
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
Ｃ
）
情
報
共
有

利
用
者
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
情
報
開

示
、
情
報
提
供
等
に
努
め
、
説
明
責
任
を

果
た
し
て
い
る
。

主
な
施
策

①�　

わ
が
国
の
社
会
福
祉
制
度
は
、
児
童
・

障
害
・
高
齢
と
い
っ
た
対
象
者
の
分
野

ご
と
に
作
ら
れ
、
発
展
し
て
き
た
。
し

か
し
、
少
子
・
高
齢
化
、
家
族
や
地
域

で
の
助
け
合
い
の
弱
体
化
、
不
安
定
な
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雇
用
や
低
収
入
に
よ
る
生
活
の
不
安
定

化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
、

孤
独
死
、
社
会
的
孤
立
、
ゴ
ミ
屋
敷
、

育
児
困
難
、
子
ど
も
の
貧
困
、
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
、
失
業
後
の
再
就
職
困
難
等

の
深
刻
な
課
題
が
増
え
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
複
合
的
課
題
は
、
地
域
福
祉
に
お

け
る
新
た
な
ニ
ー
ズ
で
も
あ
る
。
社
会

福
祉
法
人
改
革
に
お
け
る
役
割
の
見
直

し
な
ど
を
背
景
に
し
て
、
事
業
所
が
属

す
る
地
域
の
福
祉
・
医
療
等
の
関
係
機

関
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
ま
た
、
制
度
で
は
達
成
、
解
決
で

き
な
い
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の

ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の
方
策
を
講
じ

て
新
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
言
し
て

い
く
。

②�　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
、
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
と
し
て
事
業
継
続
を
可
能

と
す
る
た
め
、
各
事
業
所
の
属
す
る
地

域
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必
要
な
対
策
を

講
じ
る
。
ま
た
、
防
災
や
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

行
動
計
画

①�　

事
業
所
が
属
す
る
近
隣
の
関
係
機
関
、

関
係
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
中
で
、
研
修
会
へ
の
講
師
派
遣
や
委

員
会
へ
の
委
員
選
出
な
ど
の
要
請
に
応

え
る
な
ど
、
相
互
に
連
携
を
図
る
。

②�　

地
域
内
の
共
同
受
注
の
取
組
に
積
極

的
に
関
わ
り
、
関
係
団
体
等
と
協
働
し

て
仕
事
を
確
保
す
る
。
ま
た
、
地
域
の

中
で
、
就
労
活
動
に
安
心
し
て
取
り
組

め
る
よ
う
に
、
地
域
の
生
活
支
援
事
業

所
等
と
の
連
携
を
図
る
。

③�　

地
域
の
相
談
支
援
事
業
の
重
要
性
を

受
止
め
、
相
談
支
援
従
事
者
研
修
な
ど

多
く
の
従
業
員
が
受
講
し
、
相
談
支
援

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
、
多

様
な
相
談
援
助
に
応
じ
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
。

④�　

地
域
の
関
係
団
体
あ
る
い
は
特
別
支

援
学
校
、
企
業
等
か
ら
の
見
学
は
積
極

的
に
受
け
入
れ
、
地
域
に
開
か
れ
た
法

人
・
事
業
所
を
目
指
す
。

⑤�　

法
人
で
発
行
す
る
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
事
業
所
ご
と
に
発

信
す
る
メ
デ
ィ
ア
を
つ
う
じ
て
、
タ
イ

ム
リ
ー
に
情
報
開
示
、
情
報
提
供
し
て

い
く
。

─
─
─
─
─
─
─
─

掲
載
し
た
中
期
事
業
計
画
は
、
具
体
的

行
動
計
画
を
除
い
て
す
べ
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
１
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
し
、
策
定
中
、
あ
る
い
は
策

定
後
に
も
新
た
な
課
題
や
環
境
の
変
化
も

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
以
下
に
少
し
追

記
し
て
お
き
ま
す
。

社
会
環
境
の
変
化
へ
の
影
響

就
労
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
昨
年
２

月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
伴
う
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
品
、

材
料
費
等
の
高
騰
は
当
面
続
く
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
、
ま
た
、
５
類
に
移
行
し
た
と

は
い
え
、
長
引
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
経
済
活
動
へ
の
影
響
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
新
た
な
生
活
様
式
へ
の
変
化
、
加
速
し

た
情
報
媒
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
は
、
良
し
悪
し
を
含

め
て
相
当
の
変
化
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

障
害
者
総
合
支
援
法
は
、
障
害
の
あ
る

人
が
個
人
と
し
て
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

を
支
援
す
る
法
律
で
、
社
会
情
勢
や
障
害

者
を
取
り
巻
く
実
情
に
合
っ
た
内
容
へ
調

整
す
る
た
め
、
定
期
的
に
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
２
４
年
の
改
正
で
は
、「
地
域

生
活
や
就
労
支
援
の
強
化
」
を
行
う
こ
と

で
、「
希
望
す
る
生
活
の
実
現
を
目
指
す
」

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、

２
０
２
４
年
は
、
医
療
や
介
護
保
険
も
同

時
に
改
正
が
行
わ
れ
る
年
度
と
な
る
た
め
、

と
く
に
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

昨
年
開
催
さ
れ
た
国
連
障
害
者
権
利
委

員
会
に
よ
る
、
わ
が
国
初
回
審
査
に
基
づ

い
た
総
括
所
見
、
加
え
て
、
時
期
を
同
じ

く
し
て
公
表
さ
れ
た
「
緊
急
時
を
含
む
脱

施
設
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、「
障

害
者
の
労
働
及
び
雇
用
の
権
利
に
関
す
る

一
般
的
意
見
第
８
号
」
な
ど
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
障
害
者
施
策
に
対
し
て
、
父
権
主

義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
起
因
に
し
た
分
離
施

策
と
評
価
し
、「
人
権
モ
デ
ル
」
に
調
和
し

て
い
な
い
と
、
懸
念
と
勧
告
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
懸
念
と
勧
告
は
、
わ
が
国
だ
け
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
表
現
や
強
弱
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
権
利
条
約
を
批
准

し
て
い
る
各
国
に
共
通
し
た
内
容
で
す
。

障
害
者
権
利
条
約
で
は
、「
他
の
者
と
の
平

等
を
基
礎
と
し
て
」
が
多
用
さ
れ
、
第
一

条　

目
的
で
は
、「
す
べ
て
の
障
害
者
に
よ

る
あ
ら
ゆ
る
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
完

全
か
つ
平
等
な
享
有
を
促
進
し
、
保
護
し
、

及
び
確
保
す
る
こ
と
並
び
に
障
害
者
の
固

有
の
尊
厳
の
尊
重
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
は
、
こ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
、

ど
の
よ
う
な
改
革
に
取
り
組
む
の
で
し
ょ

う
。「
人
権
モ
デ
ル
」
を
基
調
と
し
た
意
識

改
革
や
社
会
が
変
わ
る
プ
ロ
セ
ス
に
は
、

当
法
人
も
影
響
を
受
け
な
い
は
ず
は
あ
り

ま
せ
ん
。
権
利
条
約
を
理
解
す
る
た
め
に

学
び
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
中
・
長

期
的
に
は
、
事
業
計
画
も
ま
た
見
直
し
が

必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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以
下
の
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
日

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

常
務
理
事　

鬼
頭　

克
介

（�

福
祉
工
場
事
業
本
部
長
、
Ｉ
Ｔ
事
業
本

部
長
、
東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
所
長
）

理
事　
　

今
西　

康
二

（
社
会
就
労
事
業
本
部
長
、
コ
ロ
ニ
ー

も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

監
事　
　

山
根　

伸
右

（
弁
護
士
）

監
事　
　

富
所　

淳

（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
）

長
年
に
渡
り
、
当
法
人
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

ご
厚
情
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
み
な
さ

ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

表
参
道
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
コ
ー
ヒ
ー

を
販
売
し
て
い
る
「im

perfect

」。
そ
の

店
頭
に
、
２
０
２
２
年
9
月
か
ら
ア
ー
ト

評
議
員　
　

外
川　

勝
久

（
元 

設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
理
事
）

評
議
員　

兼　

苦
情
解
決
第
三
者
委
員

湯
田　

正
樹

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
副
理
事
長
）

評
議
員　
　

冨
澤　

み
ち
子

（
元
当
法
人
事
業
所
総
務
部
長
）

評
議
員　
　

髙
橋　

毅

（
社
会
福
祉
法
人
常
務
理
事
）

評
議
員　
　

松
村　

正
一

（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
）

評
議
員　
　

橋
本　

弘

（
社
会
福
祉
法
人
理
事
長
）

評
議
員　
　

佐
野　

竜
平

（
私
立
大
学
教
授
）

評
議
員　
　

堀
口　

明
子
（
新
任
）

（
特
例
子
会
社
代
表
取
締
役
社
長
）

２
０
２
３
年
６
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

評
議
員
会
お
よ
び
理
事
会
に
お
い
て
、
任

期
満
了
に
と
も
な
う
理
事
・
監
事
・
苦
情

解
決
第
三
者
委
員
の
選
任
、
ま
た
同
日
の

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
に
て
評
議
員

１
名
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

引
き
続
き
東
京
コ
ロ
ニ
ー
の
事
業
に
ご

指
導
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
以
下
敬
称
略
）

理
事　
　

中
村　

敏
彦
（
理
事
長
）

理
事　
　

湯
浅　

克
己
（
常
務
理
事
）

（
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
所
長
）

理
事　
　

加
藤　

留
美
子

（
福
祉
事
業
本
部
長
）

理
事　
　

吉
村　

謙
次

（
福
祉
工
場
事
業
本
部
長
、

	

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
所
長
）

理
事　
　

近
藤　

章
夫
（
新
任
）

（
社
会
就
労
事
業
本
部
長
、
コ
ロ
ニ
ー

も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

理
事　
　

坂
田　

利
胤
（
新
任
）

（�

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
長
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
所
長
）

理
事　
　

高
橋　

宏
和
（
新
任
）

（
コ
ロ
ニ
ー
東
村
山
所
長
）

監
事　
　

神
野　

敏
夫

（
元
当
法
人
事
務
局
長
）

監
事　

兼　

苦
情
解
決
第
三
者
委
員

大
塚　

淳
子
（
新
任
）

（
私
立
大
学
教
授
）

監
事　
　

高
橋　

和
也
（
新
任
）

（
税
理
士
）

評
議
員　

兼　

苦
情
解
決
第
三
者
委
員

朝
日　

雅
也

（
県
立
大
学
名
誉
教
授
）

理
事
・
監
事
・
評
議
員
・

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
の
選
任 法

人
の
主
な
動
き
か
ら

表
参
道
の
シ
ョ
ッ
プ

「im
perfect

」
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
作
品
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
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東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場 

縫
製
課
で
は
毎

年
、
Ｊ
リ
ー
グ
Ｆ
Ｃ
東
京
と
Ｆ
Ｃ
東
京
ス

ポ
ン
サ
ー
帝
人
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
株
式
会
社

が
取
り
組
ん
で
い
る
『
Ｅ
Ｃ
Ｏ
パ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト 

in 

味
ス
タ
』
の
活
動
に
賛
同

し
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
パ
ス
バ
ッ
グ
」
を
制
作
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
Ｅ
Ｃ

Ｏ
パ
ス
バ
ッ
グ
」
は
、
味
の
素
ス
タ
ジ
ア

ム
で
回
収
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
帝
人
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
が
繊
維
へ
リ
サ
イ
ク
ル
し
、

繊
維
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
素

材
生
地
を
使
用
し
て
東
京
都
葛
飾
福
祉
工

場
が
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ッ
ク
を
制
作
し
お
納

め
し
て
お
り
ま
す
。「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
パ
ス
バ
ッ
グ
」

は
、
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
に
来
場
さ
れ
た

皆
様
へ
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
大
変

人
気
が
あ
り
、
す
ぐ
に
完
売
し
て
し
ま
う

そ
う
で
す
。
Ｆ
Ｃ
東
京
様
は
、「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
パ

ス
バ
ッ
グ
」
制
作
に

あ
た
り
「m

ade in 

東
京
」
に
こ
だ
わ
り

た
い
と
の
こ
と
で
、

葛
飾
区
に
縫
製
工
場

を
構
え
る
東
京
都
葛

飾
福
祉
工
場
へ
ご
依

頼
い
た
だ
き
ま
し
て

Ｊ
リ
ー
グ
Ｆ
Ｃ
東
京
様
と
の

タ
イ
ア
ッ
プ
と
元
日
本
代
表 

石
川
直
宏
さ
ん
の
来
訪

農
地
開
拓
や
化

学
肥
料
の
影
響

で
森
が
減
少
し

て
い
る
そ
う
で

す
。im

perfect

株
式
会
社
様
は
、

そ
の
森
づ
く
り

か
ら
環
境
保
全

も
考
え
保
全
を
行
い
、
社
会
課
題
に
食
の

面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
の
作
品
で

包
ん
で
あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
、
生
産
者

や
環
境
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
消

費
者
は
、
こ
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
美
味
し
さ
に

舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
社
会
課
題

に
参
加
で
き
る
、

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
素
晴
ら
し
い

仕
組
み
で
す
。

パ
テ
ィ
シ
エ

が
一
つ
一
つ
手
造
り
し
て
お
り
、
３
０
０

個
限
定
販
売
で
す
。Im

perfect O
nline 

Store

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入
で
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ
事
務
局　

佐
野 

友
香

ビ
リ
テ
ィ
の
登
録
作
品
を
あ
し
ら
っ
た

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
商
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
、im

perfect

株
式
会
社
様
よ
り
、

障
害
者
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の

所
得
支
援
を

目
指
す
ア
ー

ト
ビ
リ
テ
ィ

の
活
動
に
共

感
い
た
だ
き
、

コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
ア
ー
ト
ビ

リ
テ
ィ
の
作
品
を
採
用
し
て
い
た
だ
き
、

現
在
ま
で
、
４
名
の
作
家
の
作
品
を
使
っ

た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

じ
つ
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ア
ー

ト
の
普
段
の
作
品
貸
し
出
し
と
わ
け
が
違

う
の
で
す
。im

perfect

株
式
会
社
様
は
、

生
活
者
の
み
な
ら
ず
、社
会
や
世
界
に
と
っ

て
「W

ell

（
良

い
）」
と
思
っ

た
「
ウ
ェ
ル

フ
ー
ド
＆
ド

リ
ン
ク
」
を
提

供
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、

カ
カ
オ
。
昨

今
、
カ
カ
オ

を
取
り
巻
く

問
題
と
し
て
、

か
ら
７
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
味
の

素
ス
タ
ジ
ア
ム
開

催
の
Ｆ
Ｃ
東
京
の

試
合
に
障
害
者
従

業
員
や
利
用
者
を

ご
招
待
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
当
事
業
所
を
ご
見
学
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
今
回
は
石
川
さ
ん
と
田
中
さ

ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

見
学
い
た
だ
い
た
石
川 

直
宏
さ
ん
は
、

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、ミ
ッ

ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
と
し
て
、
横
浜
Ｆ
・
マ
リ

ノ
ス
、
Ｆ
Ｃ
東
京
、
日
本
代
表
と
し
て
活

躍
さ
れ
、
現
在
は
Ｆ
Ｃ
東
京
の
ク
ラ
ブ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

見
学
の
後

に
は
、
記
念

撮
影
や
サ
イ

ン
も
快
く
応

じ
て
く
だ
さ

り
、
み
ん
な

大
喜
び
で
し

た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

お
読
み
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ぜ
ひ
Ｆ
Ｃ

東
京
の
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場　

防
災
営
業
部 

業
務
２
課
長　

清
水 

心

澁田大輔「勇気」石附若菜「めでたい」

水ノ上 茉優「花束」　相田大希「ふたつのパイン」
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１
．
は
じ
め
に

前
年
度
も
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
対
応
に
追
わ
れ
た
１
年
で

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
月
に
始
ま
っ

た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
加

わ
っ
て
経
済
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
お
り
、
様
々
な
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
各

事
業
所
の
運
営
は
厳
し
い
状
況
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
中
期
事

業
計
画（
２
０
２
２
年
度
～
２
０
２
６
年

度
）の
２
年
目
と
な
り
、
計
画
達
成
に
向

け
て
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
今
後
の
経
済
状
況
を
予
測
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
も
あ
り
、事
業
計
画
・

予
算
は
、
厳
し
い
経
済
状
況
を
見
込
ん
で

組
み
立
て
る
こ
と
と
し
ま
す
。

わ
が
国
も
批
准
し
た
国
連
障
害
者
権
利

条
約
は
、
昨
年
８
月
に
国
連
権
利
委
員
会

に
よ
る
初
回
審
査
が
行
わ
れ
、
会
期
中
に

総
括
所
見
も
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
へ

の
総
括
所
見
と
同
様
に
、
分
離
政
策
に
懸

念
が
示
さ
れ
、「
人
権
モ
デ
ル
」
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
人
権
モ
デ
ル
に
調

和
す
る
よ
う
に
社
会
環
境
の
変
化
が
求
め

ら
れ
、
障
害
者
施
策
の
現
状
も
ま
た
問
わ

れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
障
害
者
総

合
支
援
法
の
見
直
し
は
、
住
ま
い
や
就
労

の
場
も
地
域
への
移
行
を
強
化
し
た
内
容
に

舵
が
切
ら
れ
つつ
あ
り
、
報
酬
改
定
も
ま
た
、

体
制
加
算
か
ら
実
績
に
よ
る
加
算
・
減
算

を
中
心
に
段
階
的
に
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
の
サ
ー
ビ
ス
推
進
費
の
メ

ニ
ュ
ー
選
択
式
加
算
の
変
更
も
予
定
さ
れ

て
お
り
、
経
過
措
置
は
あ
る
も
の
の
注
視

が
必
要
で
す
。
本
年
度
は
、
社
会
環
境
の

変
化
に
速
や
か
に
反
応
し
、
障
害
の
あ
る

人
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
向
上
を
目
指
し
て
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
活
動
し
ま
す
。
ま

た
、
拠
点
の
所
在
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、
あ
る
い
は
法
人
全
体
で
、
様
々
な
諸

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

２
．
事
業
方
針
と
予
算
の
特
徴

本
年
度
の
事
業
方
針
は
中
期
事
業
計
画

を
推
進
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
ま
す
が
、

材
料
や
製
品
等
の
仕
入
れ
、
水
光
熱
費
な

ど
の
必
要
経
費
の
高
騰
傾
向
は
当
面
続
く

こ
と
を
見
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

拠
点
間
で
情
報
を
共
有
し
、
協
力
・
連
携
し

て
事
業
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

⑴
経
営
の
基
本
方
針

・�

経
営
理
念
や
倫
理
、
社
会
的
役
割
に
伴

う
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
重
ん
じ
た
法
人
運
営
に
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

・�
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
の
た
め
に
、

第
三
者
サ
ー
ビ
ス
評
価
機
関
の
審
査
を

受
け
る
と
と
も
に
、
苦
情
解
決
第
三
者

委
員
制
度
の
運
用
や
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
開
示
に
取
り
組

み
ま
す
。

・�

法
改
正
や
業
務
改
善
な
ど
に
伴
う
法
人

の
規
程
等
を
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
ま

す
。

⑵
財
務
・
資
金
管
理

・�

会
計
顧
問
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
会

計
基
準
に
則
り
精
度
の
高
い
管
理
に
努

め
、
さ
ら
に
外
部
会
計
監
査
人
の
指
導

を
会
計
管
理
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

・�

財
務
や
資
金
管
理
に
つ
い
て
、
外
部
か
ら

の
借
入
金
は
前
年
同
様
と
し
ま
す
。
法

人
本
部
は
全
体
を
把
握
し
拠
点
間
の
窓

口
と
な
っ
て
調
整
に
努
め
、
可
能
な
範

囲
で
内
部
の
資
金
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

⑶
事
業
の
継
続

・�

引
き
続
き
、
感
染
症
の
予
防
対
策
に
は

徹
底
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

・�

常
に
経
営
改
善
に
視
点
を
置
き
、
継
続

可
能
な
事
業
へ
の
体
質
改
善
を
図
り
ま

す
。

・�

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
全
拠
点

で
策
定
し
ま
す
。

⑷
人
材
確
保
・
育
成

・�

継
続
的
に
人
材
確
保
に
努
め
、
経
営
や

福
祉
の
専
門
性
を
向
上
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
教
育
、
研
修
を
計
画
的
に
実

施
し
て
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
人
事
考
課
制
度
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
活
用
し
て
風

通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

一
人
ひ
と
り
の
活
躍
の
場
を
充
実
さ
せ

ま
す
。
次
世
代
を
育
成
し
、
世
代
交
代

も
視
野
に
順
次
進
め
て
い
き
ま
す
。

2023（令和５）年度
事 業 計 画
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⑸
他
の
団
体
と
の
協
力
連
携

・�
障
害
者
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
各
省

庁
な
ら
び
に
、
東
京
都
、
各
区
市
自
治

体
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
東
京
都

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
般
社
団
法
人
ゼ

ン
コ
ロ
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

障
害
者
協
議
会
、
全
国
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
、
日
本
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
、
東
京

都
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
積

極
的
に
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、

従
業
員
等
が
、
対
外
的
な
立
場
に
お
い

て
充
分
に
役
割
発
揮
が
で
き
る
よ
う
に
、

可
能
な
限
り
配
慮
し
支
援
し
ま
す
。

⑹
地
域
活
動

・�

拠
点
ご
と
の
地
域
活
動
に
お
い
て
は
、

各
自
治
体
と
の
連
携
を
深
め
情
報
交
換

を
密
に
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上

な
ら
び
に
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
障
害
者
福

祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
福
祉
関
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
積
極

的
に
参
画
し
、
重
要
な
社
会
資
源
に
な

り
得
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

３
．
各
事
業
所
の
計
画
概
要

既
存
事
業
の
安
定
経
営
な
ら
び
に
福
祉

の
専
門
性
の
向
上
を
目
指
し
、
拠
点
が
所

在
す
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ま
す
。
事

業
本
部
制
は
当
面
は
継
続
し
つ
つ
、
そ
の

必
要
性
を
含
め
て
検
討
し
、
法
人
全
体
で

協
力
・
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、

法
人
内
に
あ
る
現
在
の
公
益
に
関
す
る
事

業
は
、
役
割
や
管
理
体
制
な
ど
を
見
直
し
、

全
体
で
支
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

⑴
法
人
事
務
局

法
人
全
体
、
法
人
内
の
各
事
業
の
充
実

を
目
指
し
、
法
人
の
抱
え
る
諸
課
題
への
対

応
、
組
織
の
強
化
策
や
運
営
改
善
、
ガ
バ

ナ
ン
ス
強
化
等
に
お
い
て
事
務
局
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
併
せ
て
、
中
期
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
法
人
本
部
と
し
て
各

拠
点
と
協
力
し
な
が
ら
主
体
的
に
関
わ
って

い
き
ま
す
。
事
務
局
の
運
営
に
お
い
て
は
、

コ
ス
ト
意
識
に
基
づ
い
た
業
務
の
省
力
化
や

事
務
処
理
の
効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。
法

人
内
の
会
議
、
委
員
会
、
研
修
等
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
配
慮

し
つ
つ
、
国
の
指
針
の
見
直
し
な
ど
を
参

考
に
、
対
面
や
集
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

な
ど
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

⑵�

福
祉
事
業
本
部
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
、

ト
ー
コ
ロ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

地
域
生
活
を
支
援
す
る
事
業
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
短
期
入
所
、
居
宅
介

護
事
業
等
、
特
定
相
談
支
援
事
業
を
運
営

し
ま
す
。
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
で
影
響
を
受
け
て
い
た
短

期
入
所
や
移
動
支
援
の
利
用
も
少
し
ず
つ

増
え
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
中
期
事
業
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
事

業
本
部
制
の
検
討
も
含
め
、
今
後
の
法
人

に
お
け
る
生
活
支
援
事
業
の
安
定
運
営
の

体
制
を
準
備
し
て
い
き
ま
す
。

⑶�

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
（
ト
ー
コ
ロ
情
報
処
理

セ
ン
タ
ー
事
業
部
・
職
能
開
発
室
・
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
と
し
て
連
携
し
、
法
人

内
各
事
業
所
に
関
わ
り
横
断
的
に
役
割
を

果
た
し
ま
す
。

事
業
部
と
職
能
開
発
室
は
、
前
年
度
に

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
１

階
に
移
転
し
ま
し
た
。
事
業
部
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
受
託
先
の
獲
得
が

大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
自
治
体
か
ら

の
受
託
業
務
は
難
し
い
状
況
が
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
継
続
的
に
受
託
で
き
る
よ

う
努
力
し
、
新
た
な
受
託
の
可
能
性
に
は

積
極
的
に
検
討
し
ま
す
。
障
害
者
優
先
調

達
推
進
法
を
活
用
し
て
自
治
体
等
に
働
き

か
け
、
よ
り
安
定
し
た
受
託
事
業
等
の
確

保
に
努
力
し
、
地
域
に
密
着
し
て
、
一
人

で
も
多
く
の
障
害
の
あ
る
方
が
就
労
で
き

る
職
場
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
法
人
内
事
業
所
と
連
携
し
、
ト
ー

タ
ル
的
な
営
業
展
開
を
図
り
、
障
害
の
あ

る
方
の
多
様
な
就
労
形
態
を
保
障
・
拡
大

す
る
事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

職
能
開
発
室
で
は
、
人
材
の
確
保
と
育

成
を
目
標
と
し
世
代
交
代
の
最
初
の
年
に

位
置
付
け
ま
す
。
小
規
模
な
部
署
ゆ
え
属

人
化
し
が
ち
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

築
い
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
さ
ら
に
成
文
化

し
、
嘱
託
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
含
め
て

新
旧
す
べ
て
の
従
業
員
が
意
識
を
高
く
持

て
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

障
害
の
あ
る
人
の
多
様
化
し
た
働
き
方
や

学
び
方
を
冷
静
に
評
価
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
よ
る
社
会
参
加
を
普
遍
化
す
べ
く
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
財

政
難
の
状
況
か
ら
保
守
的
な
傾
向
に
あ
り
、

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受

託
業
務
に
お
い
て
は
以
前
に
も
増
し
て
先
が

見
通
し
づ
ら
く
、
売
上
高
が
落
ち
込
む
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
継
続
性
の
あ
る
年

間
一
括
受
託
業
務
を
積
極
的
に
受
注
し
、

顧
客
か
ら
の
要
件
・
要
望
事
項
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
そ
の
時
々
に
順
応
し
た

体
制
を
組
み
な
が
ら
横
断
的
に
業
務
を
遂

行
し
ま
す
。
主
軸
で
あ
る
Ｗ
ｅ
ｂ
・
オ
ー

プ
ン
系
シ
ス
テ
ム
開
発
や
運
用
支
援
、
Ｗｅ

ｂ
サ
イ
ト
制
作
業
務
に
お
い
て
も
、
既
存
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
企
画
・
提
案
を
行

い
、
広
い
範
囲
で
受
注
に
結
び
付
く
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
に
よ
っ
て
急
激
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、

対
面
で
な
く
参
加
で
き
る
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
を
活
用
し
て
、
従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
促
進
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵

守
し
、
特
に
人
員
の
確
保（
定
着
雇
用
）、

育
成
・
向
上
・
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

⑷�

社
会
就
労
事
業
本
部
（
コ
ロ
ニ
ー
中
野
、

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所
、
コ
ロ

ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
、
コ

ロ
ニ
ー
東
村
山
、
ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー

─ 9 ─
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ク
セ
ン
タ
ー
）

コ
ロ
ニ
ー
中
野
で
は
、
支
援
の
質
の
向

上
な
ら
び
に
支
援
体
制
を
確
実
な
も
の
と

し
て
、
実
利
用
率
の
向
上
な
ら
び
に
利
用

契
約
者
数
の
増
員
に
尽
力
し
盤
石
な
経
営

基
盤
を
目
指
し
ま
す
。
就
労
支
援
事
業
に

お
い
て
は
、
将
来
的
な
展
望
の
も
と
、
伸

び
し
ろ
の
あ
る
事
業
の
さ
ら
な
る
可
能
性

と
新
た
な
事
業
の
可
能
性
を
探
り
つ
つ
、

各
事
業
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
い
く
年
度

と
し
ま
す
。
引
き
続
き
高
齢
化
や
障
害
の

重
度
化
に
対
応
し
た
仕
事
を
確
保
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
よ
り
高
い
工
賃
を
目
指

す
利
用
者
や
企
業
就
労
へ
の
意
欲
を
持
つ

人
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
な
ど
、
当
事
業

所
を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、

地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
施
設
と
し
て
、
魅

力
の
あ
る
施
設
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所
は
、
中

野
区
と
の
基
本
協
定
に
基
づ
き
、
中
野
区

障
害
福
祉
計
画
に
沿
っ
て
魅
力
的
か
つ
有

意
義
な
事
業
運
営
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

社
会
生
活
に
困
難
が
あ
る
方
へ
の
対
応
も

可
能
と
な
る
よ
う
に
区
内
施
設
・
サ
ー
ビ

ス
と
の
連
携
協
力
を
進
め
ま
す
。
通
所
率

の
向
上
と
就
労
移
行
支
援
事
業
の
定
員
の

充
足
を
目
標
に
、
日
々
の
支
援
の
充
実
に

努
力
し
、
利
用
目
的
に
沿
っ
た
個
別
支
援

計
画
に
よ
り
、
主
体
的
に
目
標
達
成
で
き

る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。
引
き
続
き
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う

努
力
し
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
ま
す
。

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

運
営
開
始
か
ら
５
年
が
経
過
し
事
業
運
営

は
安
定
し
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き
地
域

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

前
年
度
に
受
審
し
た
第
三
者
評
価
は
、
利

用
者
か
ら
は
前
回
を
上
回
る
高
評
価
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
運
営
に
も
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
多
機
能
型

施
設
と
し
て
の
各
サ
ー
ビ
ス
を
有
機
的
に

活
用
し
て
、
支
援
内
容
の
充
実
を
図
り
満

足
度
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
に
取
り
組
み
つ
つ
、
就
労
支
援
事
業
の

量
と
種
類
の
確
保
に
努
め
、
利
用
者
の
ス

ト
レ
ス
の
軽
減
や
体
調
維
持
に
配
慮
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロニ
ー
東
村
山
で
は
、
印
刷
事
業
と
書

籍
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
を
就
労
支
援
活

動
の
柱
と
し
て
、
売
上
の
安
定
化
を
図
って

い
き
ま
す
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
は
、
障
害
の
重
度
化
、
高
齢
化
、
多
様

化
に
あ
わ
せ
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
な
ど
の
生
活

支
援
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
つ
か
み
な
が
ら
、

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
利
用
者
増
を
図
り

ま
す
。
東
村
山
市
か
ら
受
託
し
て
い
る「
東

村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
室
」は
、
引
き

続
き
現
体
制
で
取
り
組
み
、
業
務
の
効
率

化
を
図
り
な
が
ら
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
き
ま
す
。
特
定
相
談
支
援
事
業
所
「
ふ

き
の
と
う
」
は
年
間
２
３
０
名
を
超
え
る
契

約
者
を
予
定
し
て
お
り
、
東
村
山
市
お
よ

び
市
内
近
隣
相
談
支
援
事
業
所
と
連
携
し

な
が
ら
地
域
の
期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、

各
事
業
の
取
り
組
み
は
も
と
よ
り
、
事
業

所
全
体
で
新
た
な
施
策
に
取
り
組
み
、
収

支
の
改
善
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
利
用
者
数
、
利
用
率
、
利
用

日
数
の
増
加
が
不
可
欠
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
３
年
間
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
を
、
ア
リ
ー
バ

を
含
め
た
す
べ
て
の
利
用
者
に
向
け
て
再

開
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
、
日
中
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
役

割
を
横
断
的
に
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

⑸�

福
祉
工
場
事
業
本
部
（
東
京
都
葛
飾
福

祉
工
場
、
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
）

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
は
、
多
機
能
型

事
業
所
と
し
て
障
害
者
の
自
立
支
援
、
就

労
支
援
を
利
用
者
の
立
場
に
立
ち
利
用
目

的
に
沿
っ
た
支
援
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
就
労
移
行
支
援
事
業
、
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
に
お
い
て
は
、
通
所
が
楽
し

い
施
設
と
な
る
よ
う
、
余
暇
活
動
や
教
育

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
支
援
員

等
と
共
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る「
優
し
い

マ
ナ
ー
研
修
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
将
来

の
就
職
活
動
や
日
常
生
活
等
に
も
生
か
せ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
は
、徐
々
に
解
消
さ
れ

る
と
予
測
し
ま
す
が
、
経
営
的
に
は
厳
し

い
事
業
展
開
を
見
込
み
、
全
事
業
部
門
で

協
力
し
結
果
を
残
せ
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

着
工
し
た
立
石
工
場
の
移
転
新
築
工
事
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
東
京
都
や
葛
飾
区

等
と
綿
密
な
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
本
年

度
末
ま
で
の
竣
工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
大
田
福
祉
工
場
も
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は
残
って
い
ま
す
が
、
ウ
ィ
ズ
コ

ロ
ナ
を
意
識
し
た
事
業
所
運
営
を
段
階
的

に
開
始
し
て
お
り
、
工
場
内
の
感
染
予
防

対
策
の
徹
底
、
感
染
者
・
濃
厚
接
触
者
への

対
応
の
継
続
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
へ
の

便
宜
な
ど
を
継
続
し
な
が
ら
も
、
事
業
に

お
い
て
は
可
能
な
限
り
コ
ロ
ナ
禍
前
の
通
常

運
営
に
戻
し
て
い
き
ま
す
。
基
幹
生
産
活

動
で
あ
る
印
刷
事
業
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
ま
し
た
が
、
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法

を
活
用
し
売
上
高
の
回
復
に
努
め
ま
す
。

職
場
内
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
、

係
間
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
と

同
時
に
、
引
き
続
き
内
製
化
の
推
進
、
官

公
需
を
中
核
に
新
規
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
開
拓
、

競
争
仕
入
れ
を
強
化
し
収
益
向
上
に
努
め

ま
す
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
よ

り
多
く
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の

受
入
先
と
し
て
支
援
に
尽
力
し
、
利
用
者

の
立
場
に
立
っ
た「
寄
り
添
う
」支
援
を
実

践
し
て
い
き
ま
す
。
当
工
場
の
特
徴
を
外

部
に
向
け
積
極
的
に
発
信
し
、
付
加
価
値

を
高
め
る
こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
法
人

内
の
連
携
協
力
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

勘　定　科　目 前年度予算額 当初予算額 増　減
就労支援事業収入 4,902,000,000 4,902,354,000       354,000

収 障害福祉サービス等事業収入 1,284,997,060 1,308,486,810    23,489,750
その他の事業収入   239,050,368   202,498,857   -36,551,511
経常経費寄附金収入     8,825,000     8,786,000       -39,000

事 入 受取利息配当金収入     1,110,240     1,009,750      -100,490
業 その他の収入    38,108,104    39,411,139     1,303,035
活     事業活動収入計(1) 6,474,090,772 6,462,546,556   -11,544,216
動 人件費支出   948,043,680   958,914,643    10,870,963
に 事業費支出   104,026,910   109,125,000     5,098,090
よ 支 事務費支出   242,925,440   247,338,900     4,413,460
る 就労支援事業支出 4,777,149,000 4,845,757,000    68,608,000
収 その他の支出   198,605,764   166,753,382   -31,852,382
支 出 利用者負担軽減額     8,042,000     8,931,000       889,000

支払利息支出     6,245,000     6,365,000       120,000
その他の支出     5,562,000     6,118,000       556,000
    事業活動支出計(2) 6,290,599,794 6,349,302,925    58,703,131

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)   183,490,978   113,243,631   -70,247,347
施 収 施設整備等補助金収入       100,000     2,871,000     2,771,000
設 入 その他の施設整備等による収入        24,000       124,000       100,000
整     施設整備等収入計(4)       124,000     2,995,000     2,871,000
備 設備資金借入金元金償還支出    25,956,000    25,956,000
等 支 固定資産取得支出   216,870,000   710,345,715   493,475,715
に ファイナンス・リース債務の返済支出     2,584,000     4,524,000     1,940,000
よ 出 その他の施設整備等による支出     2,556,000     2,084,000      -472,000
る
収     施設整備等支出計(5)   247,966,000   742,909,715   494,943,715
支 施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)  -247,842,000  -739,914,715  -492,072,715
そ 積立資産取崩収入   212,050,000   722,295,278   510,245,278
の 収 拠点区分間長期貸付金回収収入    11,500,000     6,500,000    -5,000,000
他 事業区分間繰入金収入     7,438,000     6,750,000      -688,000
の 入 拠点区分間繰入金収入    66,230,000    64,560,000    -1,670,000
活     その他の活動による収入計(7)   297,218,000   800,105,278   502,887,278
動 積立資産支出    43,393,000    20,710,000   -22,683,000
に 支 拠点区分間長期借入金返済支出    11,500,000     6,500,000    -5,000,000
よ 事業区分間繰入金支出     7,438,000     6,750,000      -688,000
る 出 拠点区分間繰入金支出    66,230,000    64,560,000    -1,670,000
収 その他の活動による支出     4,779,000     1,150,000    -3,629,000
支     その他の活動支出計(8)   133,340,000    99,670,000   -33,670,000

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)   163,878,000   700,435,278   536,557,278
予備費支出(10)    99,526,978    73,764,194   -25,762,784
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高(12) 2,629,537,613 2,627,987,793    -1,549,820
当期末支払資金残高(11)+(12) 2,629,537,613 2,627,987,793    -1,549,820
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勘　定　科　目 前年度予算額 当初予算額 増　減
就労支援事業収入 4,902,000,000 4,902,354,000       354,000

収 障害福祉サービス等事業収入 1,284,997,060 1,308,486,810    23,489,750
その他の事業収入   239,050,368   202,498,857   -36,551,511
経常経費寄附金収入     8,825,000     8,786,000       -39,000

事 入 受取利息配当金収入     1,110,240     1,009,750      -100,490
業 その他の収入    38,108,104    39,411,139     1,303,035
活     事業活動収入計(1) 6,474,090,772 6,462,546,556   -11,544,216
動 人件費支出   948,043,680   958,914,643    10,870,963
に 事業費支出   104,026,910   109,125,000     5,098,090
よ 支 事務費支出   242,925,440   247,338,900     4,413,460
る 就労支援事業支出 4,777,149,000 4,845,757,000    68,608,000
収 その他の支出   198,605,764   166,753,382   -31,852,382
支 出 利用者負担軽減額     8,042,000     8,931,000       889,000

支払利息支出     6,245,000     6,365,000       120,000
その他の支出     5,562,000     6,118,000       556,000
    事業活動支出計(2) 6,290,599,794 6,349,302,925    58,703,131

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)   183,490,978   113,243,631   -70,247,347
施 収 施設整備等補助金収入       100,000     2,871,000     2,771,000
設 入 その他の施設整備等による収入        24,000       124,000       100,000
整     施設整備等収入計(4)       124,000     2,995,000     2,871,000
備 設備資金借入金元金償還支出    25,956,000    25,956,000
等 支 固定資産取得支出   216,870,000   710,345,715   493,475,715
に ファイナンス・リース債務の返済支出     2,584,000     4,524,000     1,940,000
よ 出 その他の施設整備等による支出     2,556,000     2,084,000      -472,000
る
収     施設整備等支出計(5)   247,966,000   742,909,715   494,943,715
支 施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)  -247,842,000  -739,914,715  -492,072,715
そ 積立資産取崩収入   212,050,000   722,295,278   510,245,278
の 収 拠点区分間長期貸付金回収収入    11,500,000     6,500,000    -5,000,000
他 事業区分間繰入金収入     7,438,000     6,750,000      -688,000
の 入 拠点区分間繰入金収入    66,230,000    64,560,000    -1,670,000
活     その他の活動による収入計(7)   297,218,000   800,105,278   502,887,278
動 積立資産支出    43,393,000    20,710,000   -22,683,000
に 支 拠点区分間長期借入金返済支出    11,500,000     6,500,000    -5,000,000
よ 事業区分間繰入金支出     7,438,000     6,750,000      -688,000
る 出 拠点区分間繰入金支出    66,230,000    64,560,000    -1,670,000
収 その他の活動による支出     4,779,000     1,150,000    -3,629,000
支     その他の活動支出計(8)   133,340,000    99,670,000   -33,670,000

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)   163,878,000   700,435,278   536,557,278
予備費支出(10)    99,526,978    73,764,194   -25,762,784
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

前期末支払資金残高(12) 2,629,537,613 2,627,987,793    -1,549,820
当期末支払資金残高(11)+(12) 2,629,537,613 2,627,987,793    -1,549,820
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所　　業　　事 事業所番号 責　任　者

法人本部 理事長　　中村　敏彦
常務理事　湯浅　克己

法人事務局 事務局長　星　忍

福

祉

事

業

本

部

（担当理事）本部長　加藤留美子
障害福祉サービス事業（居宅介護等）

（老人居宅介護等）
　トーコロ生活支援センター

1311400046
1371402775

事業所長　加藤留美子

（グループホーム）
東久留米第二氷川台寮 1324500048
中野第二江原寮 1321400119
青葉町グループホーム 1323600971

（短期入所）
　中野江原短期入所 1311400848

（特定相談支援）
　中野障害者計画相談支援室「ころまっぷ」 1331401347

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部

（担当理事）本部長　坂田　利胤
事務局

（公益事業）
　トーコロ情報処理センターデジタルメディアセンター 事業所長　坂田　利胤

（公益事業）
　トーコロ情報処理センター事業部 事業所長　柴田実千代

（公益事業）
　トーコロ情報処理センター職能開発室 事業所長　堀込真理子

社

会

就

労

事

業

本

部

（担当理事）本部長　近藤　章夫
障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型、
生活介護）
　コロニー中野

1311400715 事業所長　坂本　崇＊

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型）
　コロニー東村山
障害福祉サービス事業（就労定着支援）コロニー東村山　就労定着支援室

（特定相談支援）
　コロニー障害者計画相談支援室「ふきのとう」

1313600346
1313600916
1333600631

（理事）事業所長　高橋　宏和＊

東村山市障害者就労支援室 （谷廣　賢成）
（アートビリティ） 代表　高橋　宏和
障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ｂ型、生活介護）
　トーコロ青葉ワークセンター
障害児通所支援事業（放課後等デイサービス）
　トーコロあおば就労サポートセンター「アリーバ」

1313600320
1352700148 事業所長　六川　洋＊

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ｂ型）
　中野区仲町就労支援事業所

1311401085 事業所長　井上　忠幸＊

障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ｂ型、生活介護）
　コロニーもみじやま支援センター

1311401820

事業所長　近藤　章夫＊
（短期入所） 

　もみじやま短期入所 1311401812

（特定相談支援） 
　もみじやま障害者計画相談室

1331401792

福
祉
工
場
事
業
本
部

（担当理事）本部長　吉村　謙次
障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型）
　東京都葛飾福祉工場（金町工場）（立石工場）

（特定相談支援）
　東京都葛飾福祉工場障害者計画相談支援室

1312201476
1332201878 事業所長　吉村　謙次＊

（八潮配送センター）
障害福祉サービス事業（就労移行支援、就労継続支援Ａ型、就労継続支援Ｂ型）
　東京都大田福祉工場
障害福祉サービス事業（就労定着支援）
　東京都大田福祉工場　就労定着支援室

1311101735
1311103277 事業所長　湯浅　克己＊

＊障害福祉サービスにおける管理者　　（　）内は現業責任者

組 織 運 営 表（2023年７月１日現在）
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コ
ロ
ニ
ー
障
害
者
計
画
相
談
支
援
室
（
ふ
き
の
と
う
）

ア
ー
ト
ビ
リ
テ
ィ

生
活
介
護
事
業
（
定
員
14
名
）

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場

32

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
障
害
者
計
画
相
談
支
援
室

中
野
障
害
者
計
画
相
談
支
援
室
（
こ
ろ
ま
っ
ぷ
）

あ
お
ば
ハ
ウ
ス
Ⅰ
・
Ⅱ

と
よ
た
ま
ハ
イ
ム

こ
あ
ら
ハ
イ
ツ

国
分
寺
戸
倉
寮

事
務
局

中
野
区
在
宅
障
害
者
緊
急
一
時
保
護（
定
員
１
名
）

も
み
じ
や
ま
障
害
者
計
画
相
談
室

生
活
介
護
事
業（
定
員
30
名
）

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業（
定
員
64
名
）

就
労
移
行
支
援
事
業（
定
員
６
名
）

短
期
入
所
事
業（
定
員
４
名
）

及び虐待防止対策委員会

６

607

83

ト
ー
コ
ロ
あ
お
ば
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

－

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
定
員
10
名
）

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー

34

59

総
定
員（
80
名
）

総
定
員（
27
名
）

総
定
員（
100
名
）

総
定
員（
95
名
）

48

就
労
移
行
支
援
事
業（
定
員
６
名
）・
就
労
定
着
支
援
事
業

総
定
員（
80
名
）

42

就
労
移
行
支
援
事
業（
定
員
６
名
）

就
労
移
行
支
援
事
業（
定
員
６
名
）・
就
労
定
着
支
援
事
業

総
定
員

（
80
名
）

総
定
員

（
80
名
）

６

生
活
介
護
事
業
（
定
員
６
名
）

【 組 織 図 】
2023年７月１日現在
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も
大
喜
び
で
販
売
会
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
た
だ
、
人
手
不
足
も
あ
り
、
申
し
訳

な
く
も
販
売
会
の
回
数
を
セ
ー
ブ
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
も
現
状
で
す
。

ま
た
、
店
舗
で
以
前
か
ら
使
用
し
て
い

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
も
う
１
セ
ッ

ト
導
入
し
、
販
売
会
時
に
も
使
え
る
よ
う

に
い
た
し
ま
し
た
。
今
は
現
金
を
持
ち
歩

か
な
い
と
い
う
方
も
多
く
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
導
入
に
は
皆
様
と
て
も
喜
ん
で

く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
か
く
い
う
私
も

最
近
で
は
ほ
ぼ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
生
活
で

す
（
私
の
場
合
、
物
理
的
に
お
小
遣
い
が

少
な
い
だ
け
と
い
う
噂
も
…
）。
た
だ
、
端

末
の
操
作
や
、
カ
ー
ド
・
ス
マ
ホ
の
読
み

取
り
等
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
現
金
で

の
や
り
取
り
に
比
べ
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

が
で
き
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
販
売
開
始
と
同
時
に
大
行
列

が
で
き
る
よ
う
な
企
業
様
で
は
お
客
様
を

お
待
た
せ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
、

あ
え
て
現
金
の
み
の
取
り
扱
い
に
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
暑
い
時
期
と
な
り

ま
す
。
夏
は
顕
著
に
パ
ン
の
売
上
が
落
ち

る
の
で
す
が
、
旬
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
取

り
入
れ
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
お
店
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
。

支
援
課　

森
山
弘
臣

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所

仲
町
の
菜
園

仲
町
就
労
支
援
事
業
所
で
は
、
最
近
菜

園
に
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
を
植
え
ま
し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
前

に
植
え
て
か
ら
半
月
で
大
き
な
芽
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
仲
町
で
は
じ
ゃ
が
い
も
の

他
に
も
、
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、
い
ち
ご

な
ど
も
菜
園
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
に
植
え
た
い
ち
ご
は
こ
の
時
期

た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
て
、
利
用
者
さ
ん

と
一
緒
に
収
穫
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た

い
ち
ご
は
利
用
者
さ
ん
た
ち
の
昼
食
時
に

デ
ザ
ー
ト
と
し
て
お
出
し
し
て
い
ま
す
。

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
甘
い
も
の
を
作
る
と

き
に
も
使
用
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に

菜
園
で
と
れ
た
他
の
野
菜
も
、
調
理
の
時

間
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

ベ
ー
カ
リ
ー
こ
ろ
・
こ
ろ
で
は
、
度
重

な
る
物
価
上
昇
・
原
材
料
の
高
騰
を
受
け
、

３
月
に
価
格
改
定
を
行
い
、
各
商
品
平
均

約
17
％
の
値
上
げ
を
い
た
し
ま
し
た
。
値

上
げ
に
よ
っ
て
、
一
時
的
に
で
も
お
客
様

が
減
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
お
客

様
の
人
数
も
売
上
個
数
も
増
え
て
お
り
、

今
年
度
も
順
調
に
売
上
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い

て
き
て
世
の
中
の
み
な
さ
ん
が
以
前
よ
り

外
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
関
係
し

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類
に
移
行
し
た
こ

と
に
伴
い
、
店
舗
の
テ
ー
ブ
ル
の
ア
ク
リ

ル
板
や
レ
ジ
前
の
ビ
ニ
ー
ル
幕
は
撤
去
い

た
し
ま
し
た
。
店
側
と
し
て
は
今
後
も
手

指
の
消
毒
・
マ
ス
ク
な
ど
の
感
染
対
策
は

引
き
続
き
徹
底
し
、
安
心
・
安
全
な
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
休
止
と
な
っ
て
い
た
企
業
様

等
で
の
販
売
会
も
大
方
再
開
し
、
さ
ら
に

新
た
な
企
業
様
か
ら
も
お
声
が
け
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん

コ
ロ
ニ
ー
中
野

満
員
御
礼
！

『
ベ
ー
カ
リ
ー
こ
ろ
・
こ
ろ
』

T O P I C S

Airペイのカードリーダーと操作用のiPhone
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自
分
た
ち
で
栽
培

し
て
収
穫
し
、
調

理
し
た
も
の
は
、

一
際
美
味
し
い
食

事
だ
と
思
い
ま

す
。菜

園
は
普
段
の

作
業
と
は
違
い

利
用
者
さ
ん
の
息

抜
き
の
時
間
と
し

て
も
利
用
し
て
い

ま
す
。
何
日
間
も

同
じ
作
業
を
す
る

時
な
ど
は
、
普
段

の
作
業
の
合
間
に

菜
園
の
手
伝
い
を

し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
気
持
ち
の
切

り
替
え
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今

後
も
、
利
用

者
さ
ん
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
る

場
所
と
し
て
菜
園

を
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
課　

堤
裕
希

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま

支
援
セ
ン
タ
ー

お
芝
居
や
さ
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー

の
生
活
介
護
で
は
、
２
０
２
２
年
度
よ
り
、

「
お
芝
居
や
さ
ん
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
の
４

月
で
１
年
を
迎
え
、
２
年
目
の
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

お
芝
居
屋
さ
ん
の
活
動
メ
ン
バ
ー
は
、

「
お
芝
居
屋
さ
ん
鈴
木
Ｋ
Ｅ
企
画
カ
ン
パ

ニ
ー
」
を
主
宰
す
る
劇
団
員
の
方
々
で
す
。

猫
に
扮
し
た
「
ま
ね
き
さ
ん
」
を
は
じ
め
、

劇
団
員
の
方
が
１
～
２
名
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
月
２
回
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。主

な
活
動
内
容
は
、
ギ
タ
ー
生
演
奏
の

歌
、
ダ
ン
ス
、
紙
芝
居
、
読
み
聞
か
せ
、

リ
ズ
ム
体
操
、
ク
イ
ズ
や
絵
描
き
歌
、
季

節
を
取
り
入
れ
た
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
活
動
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、紙
芝
居
、読
み
聞
か
せ
で
は
、

声
の
強
弱
や
感
情
が
こ
も
っ
た
語
り
方
な

ど
、“
さ
す
が
俳
優
さ
ん
だ
な
”
と
感
心
し
、

聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
普
段
お
芝
居

な
ど
に
触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
利
用
者
に

と
っ
て
も
、
良
い
刺
激
の
一
つ
で
は
な
い

か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

活
動
当
初
は
、
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の

か
、
静
か
に
聞
い
て
い
る
姿
や
、
活
動
内

容
に
集
中
で
き
な
い
雰
囲
気
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
活
動
内
容
を
相
談
し

な
が
ら
回
数
を
重
ね
、
現
在
で
は
、
歌
に

合
わ
せ
て
出
席
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、
歌
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
り
、
積

極
的
に
手
を
挙
げ
て
発
言
し
た
り
、
体
を

動
か
し
な
が
ら
参
加
し
、
多
く
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
笑
顔
が
増
え
ま
し
た
。

こ
の
１
年
、
お
芝
居
屋
さ
ん
と
の
交
流

を
通
し
て
、
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー

生
活
介
護
の
利
用
者
さ
ん
に
向
け
た
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
を
作
成
し
、
活
動
の
中
で
も

演
奏
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
よ
り
も
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
け
る

活
動
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

月
に
２
回
の
お
芝
居
や
さ
ん
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
利
用
者
の

方
も
多
く
い
る
た
め
、
今
後
の
活
動
に
お

い
て
も
、
多
く
の
刺
激
を
い
た
だ
き
、
楽

し
め
る
活
動
内
容
の
提
案
や
提
供
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
課　

係
長　

高
萩
桂
子
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コ
ロ
ニ
ー
東
村
山

ホ
ー
ム
ズ
東
村
山
店
様
で

自
主
製
品
販
売
会
を
行
い
ま
し
た
！

コ
ロ
ニ
ー
東
村
山
の
直
ぐ
近
く
に
ホ
ー

ム
ズ
東
村
山
店
が
あ
り
ま
す
。
１
Ｆ
特
設

販
売
ス
ペ
ー
ス
で
は
携
帯
電
話
の
勧
誘
な

ど
で
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は

間
違
い
な
く
超
一
等
地
。
こ
こ
で
自
主
製

品
の
販
売
が
で
き
れ
ば
…
。
管
理
し
て
い

る
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

様
に
企
画
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
販
売
の

許
可
を
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
「
オ
ー

ラ
ル
ピ
ー
ス
」（
飲
み
込
ん
で
も
安
全
な
歯

磨
き
）
の
発
送
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

株
式
会
社
ト
ラ
イ
フ
様
に
事
情
を
説
明
し

た
と
こ
ろ
、
箱
が
潰
れ
て
市
場
に
出
せ
な

く
な
っ
た
商
品
を
無
償
提
供
頂
き
、
限
定

60
本
の
み
販
売
し
て
よ
い
と
い
う
許
可
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
多
少
の
賃
料
が

あ
っ
て
も
大
丈
夫
！
と
一
気
に
動
き
出
し

ま
し
た
。

ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、
社

会
福
祉
法
人
ネ
ッ
ト
か
り
ん
に
も
声
を
か

け
、
５
月
16
日
ホ
ー
ム
ズ
東
村
山
店
の
１

Ｆ
で
「
東
村
山
市
障
が
い
者
施
設
自
主
製

品
販
売
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
新
規
事
業

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
販
売
ス
ペ
ー

ス
の
設
営
を
行
い
開
店
の
10
時
に
は
無
事

に
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ニ
ー
東
村
山
で
新
し
く
挑
戦
し
た

組
紐
は
人
気
で
完
売
し
た
商
品
も
あ
り
、

ま
た
利
用
者
さ
ん
の
ち
ぎ
り
絵
を
表
紙
に

し
た
ノ
ー
ト
も
大
変
人
気
で
し
た
。
青
葉

も
生
活
介
護
班
を
中
心
に
作
成
し
た
ア
イ

ロ
ン
ビ
ー
ズ
の
商
品
が
順
調
に
売
れ
て
い

ま
し
た
。
か
り
ん
さ
ん
か
ら
は
ク
ッ
キ
ー

や
「
ひ
が
っ
し
ー
」
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
絶
好

調
で
素
晴
ら
し
い
売
り
上
げ
だ
っ
た
と
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
な
に
よ
り
各
施
設

の
利
用
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ご
家

族
の
方
も
み
え
て
、
大
き
な
刺
激
を
受
け

て
い
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

オ
ー
ラ
ル
ピ
ー
ス
も
結
果
的
に
は
64
本

売
れ
る
好
評
で
、
お
陰
様
で
賃
料
を
十
分

に
補
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ト
ラ
イ
フ

様
か
ら
は
箱
が
潰
れ
た
オ
ー
ラ
ル
ピ
ー
ス

を
自
由
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
嬉
し
い

お
話
も
頂
い
て
い
ま
す
。ま
た
ニ
ト
リ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
様
か
ら
も
こ
こ
の
ス
ペ
ー

ス
を
使
っ
た
提
案
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

「
三
方
よ
し
」
の
販
売
会
。
今
後
は
市
内
の

他
施
設
に
も
声
を
か
け
て
第
２
弾
、
第
３

弾
と
自
主
製
品
販
売
会
な
ど
を
行
え
れ
ば

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

業
務
係　

西
谷
啓
介

ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

Tw
itter

を
始
め
ま
し
た
！

利
用
者
の
方
の
日
々
の
様
子
や
ト
ー
コ

ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を
少
し
で
も
多

く
の
方
に
知
っ

て
貰
え
る
一
つ

の
手
段
と
し
て
、

今
年
１
月
か
ら

T
w

itter

を
始

め
ま
し
た
。

日
常
の
出
来

事
や
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
を
毎
日
つ
ぶ

や
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、T

w
itter

を
始
め
て
２
か
月
ぐ
ら
い
経
っ
た
頃
に
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
、
発
注
量
の
差
は
あ
り

ま
す
が
、
一
年
を
通
し
て
受
注
す
る
こ
と

が
で
き
る
新
し
い
作
業
に
繋
が
り
ま
し
た
。

T
w

itter

で
は
作
業
の
ほ
か
、
給
食
や

生
活
介
護
班
の
手
作
り
作
品
、
今
日
の
お

天
気
や
季
節
の
話
題
な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー

に
投
稿
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
利
用
者

さ
ん
か
ら
の
投
稿
や
所
長
の
毎
日
（
？
）

ポスターも作って準備万全！

大盛況の販売ブース
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な
ど
、
新
し
い
題
材
を
楽
し
く
お
届
け
で

き
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、災
害
時
に「
電
話
が
繋
が
ら
な
い
」

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
情
報
発
信
ツ
ー
ル

と
し
て
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

T
w

itter

を
始
め
て
か
ら
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
が
過
去
最
高
値

を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、さ
ら
に
詳
し
く
ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
紹
介
で
き
る
よ
う

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
更
新

を
す
る
た
め
、今
年
度
か
ら
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在

もT
w

itter

は
ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

情
報
処
理
係　

宮
下
桂
子

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

い
ま

２
０
１
４
年
よ
り
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｄ
Ｍ
Ｃ
）
で
勤
務
し

て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
開
発
を
主
に
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
豊
島
区
大
塚
事
務
所
に
勤
務
し

て
９
年
が
経
ち
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
開
発

を
し
て
い
る
と
最
初
と
は
変
わ
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
社
会
情
勢
を
鑑
み
れ
ば
い

い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
生
計
を
立
て
る

と
い
う
と
こ
ろ
は
変
え
る
こ
と
な
く
や
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
余
談
で
す
が
、
当
初

は
事
務
所
６
階
の
窓
か
ら
山
手
線
の
走
る

姿
が
ギ
リ
ギ
リ
見
え
ま
し
た
が
、
今
は
大

き
な
ビ
ル
が
２
棟
建
っ
て
と
う
と
う
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
変

わ
っ
た
こ
と
の
う
ち
に
入
り
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

変
わ
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、
昨
年
度
に

ト
ー
コ
ロ
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
事
業
部
と

職
能
開
発
室
が
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン

タ
ー
の
１
階
に
移
転
し
ま
し
た
。
ま
た
、

隣
の
フ
ロ
ア
は
長
く
Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
の
会

議
室
と
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

こ
に
は
東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
の
方
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
東
京
コ
ロ
ニ
ー
の
仲

間
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
フ

ロ
ア
の
隣
同
士
、
手
を
取
り
合
っ
て
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
か
ら
Ｄ
Ｍ
Ｃ
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｒ

Ａ
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
と
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
ツ
ー
ル
で
、
タ
ス
ク

の
追
跡
や
進
捗
管
理
、
チ
ー
ム
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
効
率
化
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
で
す
。
既
に
終
了
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
あ
わ
せ
て
75
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
の

要
望
や
依
頼
を
厳
格
に
管
理
す
る
だ
け
で

な
く
、
従
業
員
が
一
丸
と
な
っ
て
問
題
の

解
決
方
法
や
新
機
能
の
実
現
可
能
性
に
つ

い
て
も
議
論
し
て
い
ま
す
。過
去
に
起
こ
っ

た
障
害
も
検
索
で
き
、
ま
た
、
タ
ス
ク
の

経
緯
も
わ
か
る
こ
と
か
ら
、
業
務
の
属
人

性
の
排
除
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
積
み

重
な
っ
た
知
識
か
ら
担
当
者
し
か
理
解
し

て
い
な
い
暗
黙
知
を
取
り
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

と
な
り
、
禍
の
終
わ
り
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
い
ま
だ
景
気
回
復
は
鈍
い
ま
ま
で
は

あ
り
ま
す
が
、
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
を
お

客
様
に
提
案
・
作
成
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
健
康

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
開
発
部　

小
須
田
圭
風

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
営
業
再
開

金
町
工
場
別
館
１
階
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
の
営
業
を
３
月
22
日
（
水
）
か
ら
再
開

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
２
年
２
ヵ
月
休
業
し
て
い
ま

し
た
が
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら

準
備
を
進
め
、
よ
う
や
く
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
防
災
・
避
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難
用
品
の
展
示
販
売
、
金
町
工
場
本
館
の

植
物
工
場
で
収
穫
し
た
屋
内
水
耕
栽
培
の

レ
タ
ス
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
休
業
期
間
中
は
店
頭
で
レ
タ
ス

を
無
人
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も

レ
タ
ス
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い
て
い
る

近
隣
の
お
客
様
か
ら
、「
お
店
の
オ
ー
プ
ン

を
待
っ
て
い
ま
し
た
」
と
嬉
し
い
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
金
町
工
場
と

立
石
工
場
に
通
所
す
る
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
と
就
労
移
行
支
援
の
利
用
者
を
中
心
に

運
営
し
、
接
客
、
販
売
業
務
、
仕
入
や
売

上
管
理
、
在
庫
管
理
等
の
全
般
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
再
開
に
あ
た
り
ま
し
て
営

業
時
間
を
短
縮
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以

前
は
16
時
閉
店
で
し
た
が
16
時
終
業
の
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
も
売
上
集
計
等
の
閉
店

に
係
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

営
業
時
間
を
30
分
短
縮
し
15
時
30
分
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
開
店
か
ら
閉
店
ま
で
の

全
て
の
業
務
を
支
援
員
と
一
緒
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
作
業
は
、
支
援

員
、
利
用
者
が
交
代
で
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
朝
10
時
の
開
店
に
向
け
て
準
備
し
、
レ

タ
ス
を
陳
列
棚
に
並
べ
ま
す
。
自
分
た
ち

が
栽
培
し
た
レ
タ
ス
を
直
接
、
お
客
様
に

手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
や
り
が

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
接
客
業
務
は
、
企
業
就
労
に
向

け
た
訓
練
の
場
と
し
て
も
役
立
っ
て
い
ま

す
。挨
拶
が
苦
手
な
方
が
、店
内
で「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
接
客
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
お
金
の
計
算
が
苦
手
な
方
が
レ
ジ
操

作
や
釣
銭
の
金
種
を
覚
え
た
こ
と
、
自
分

の
名
前
が
レ
シ
ー
ト
に
印
字
さ
れ
る
こ
と

を
大
変
喜
ん
で
い
た
こ
と
も
印
象
的
で
し

た
。
そ
し
て
「
ゆ
っ
く
り
で
大
丈
夫
」、「
あ

り
が
と
う
」
と
優
し
く
声
を
か
け
て
く
だ

さ
る
お
客
様
に
い
つ
も
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。４

月
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
の
「
か
つ
し
か
Ｆ
Ｍ
」
で
防
災
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
防
災
・
避
難

用
品
や
非
常
用
食
料
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

休
業
期
間
中
の
レ
タ
ス
の
無
人
販
売
か
ら

の
新
し
い
お
客
様
に
も
引
き
続
き
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
広
く
地

域
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
援
部 

支
援
２
課
長　

秋
谷
直
子

東
京
都
大
田
福
祉
工
場

『
身
体
拘
束
適
正
化
研
修
の
実
施
』と

『
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
り
』

法
令
に
よ
り
令
和
４
年
度
か
ら
義
務
化

さ
れ
た
身
体
拘
束
適
正
化
に
関
す
る
取
組

に
関
し
て
、
総
括
会
議
の
際
に
全
従
業
員

向
け
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

５
月
の
総
括
会
議
時
に
行
っ
た
研
修
で

は（
テ
ー
マ
は『
身
体
拘
束
と
安
全
確
保
』）、

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
や
む

を
得
ず
身
体
拘
束
を
手
段
と
し
て
使
う
際

に
注
意
す
べ
き
点
を
説
明
し
ま
し
た
が
、

研
修
資
料
を
準
備
し
な
が
ら
、
私
自
身
も

拘
束
の
是
非
を
判
断
す
る
こ
と
の
難
し
さ

を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
難
し
い
判
断
に
は
、
現
場
の
支

援
員
一
人
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
組
織

全
体
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
知
り
ま
し
た
。

今
後
も
身
体
拘
束
適
正
化
委
員
会
を
中

心
に
、
従
業
員
の
成
長
に
繫
が
る
よ
う
な

研
修
作
り
に
努
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
事
業
所
は
、
利
用
者
の
方
々

と
そ
の
家
族
の
生
活
を
支
え
る
上
で
欠
か

せ
な
い
存
在
で
あ
る
だ
け
に
、
災
害
発
生

時
に
適
切
な
対
応
を
行
な
い
、
そ
の
後
も

利
⽤
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
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提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
者
に
は
、
業
務
継

続
に
向
け
た
計
画
等
の
策
定
、
研
修
や
訓

練
の
実
施
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
事
業
所
で
も
防
災
・
防
疫
委
員
会
に
お

い
て
、令
和
６
年
度
ま
で
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業

務
継
続
計
画
）
の
策
定
が
完
了
す
る
よ
う

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
当
事
業

所
が
あ
る
大
田
区
は
、
多
摩
川
や
海
が
隣

接
し
て
お
り
、ま
た
空
港
や
貿
易
港
と
い
っ

た
施
設
も
あ
る
た
め
、
河
川
の
氾
濫
や
高

波
等
の
自
然
災
害
や
輸
入
感
染
症
と
い
っ

た
様
々
な
リ
ス
ク
の
可
能
性
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
対
す
る
危
機
管
理
を
事
前
に
検
討

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
規
模
災
害
時
で
も
利
用
者
や
地
元
住

民
の
方
々
に
も
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
機

能
で
き
る
よ
う
事
業
を
継
続
・
復
旧
す
る

た
め
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
従
業
員
向
け
研

修
の
資
料
作
り
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
り
を
す
る
過

程
で
は
、
自
分
自
身
が
そ
の
テ
ー
マ
に
関

連
す
る
知
識
や
情
報
を
充
分
理
解
し
把
握

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す

の
で
、
頭
を
悩
ま
す
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

反
面
、
や
り
が
い
も
感
じ
ら
れ
て
と
て
も

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
仕
事
だ

と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

就
労
支
援
課 

係
長　

和
田
守
央

福
祉
事
業
本
部

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
高
齢
化
対
応

―
都
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
交
流
会
に

参
加
し
て
―

去
る
５
月
17
日
、
東
京
都
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
生
活
寮
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会　

令
和
５
年
度

第
１
回
交
流
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
で
は
、
日
頃
利
用
者
の
皆
様

を
直
接
支
援
し
て
い
る
世
話
人
や
生
活
支

援
員
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
等
が
集
い
、

①
高
齢
化
対
応　

②
重
度
化
対
応　

③
中

軽
度
・
企
業
就
労　

④
発
達
障
害
支
援
困

難　

の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
課

題
を
共
有
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

私
は
高
齢
化
対
応
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
が

一
番
多
く
、
今
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
直
面
し
て
い
る
課
題
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
課
題
と
し
て
は
、
加

齢
に
伴
っ
て
心
身
機
能
の
低
下
が
現
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
見
守
り
や
介
助
な
ど
の
具

体
的
な
支
援
・
介
助
量
が
増
え
る
こ
と
、

医
療
と
の
か
か
わ
り
、
建
物
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
問
題
、
食
事
形
態
の
問
題
、
日
中

活
動
先
の
変
化
、
ご
家
族
と
の
関
係
、
緊

急
時
の
対
応
等
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

私
が
勤
務
す
る
東
久
留
米
氷
川
台
寮
で

も
、
開
設
し
て
20
年
以
上
が
経
過
し
て
大

半
の
方
が
50
歳
を
過
ぎ
、
今
ま
さ
に
日
々

起
こ
る
そ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
は
建
物
内
の
廊
下
や

浴
室
な
ど
に
手
摺
を
追
加
で
設
置
し
、
今

年
５
月
か
ら
は
医
療
連
携
体
制
（
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
契
約
に
よ
り
看
護

師
の
配
置
）
も
導
入
し
ま
し
た
。
介
護
保

険
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
と
も
連
携
し

て
、
車
椅
子
や
介
護
ベ
ッ
ド
な
ど
個
別
の

介
護
用
品
の
導
入
、
訪
問
入
浴
や
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宿
直
や
日
中
支
援

の
ス
タ
ッ
フ
も
、
日
々
加
わ
る
支
援
に
柔

軟
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
交
流
会
に
参
加
し
、
都
内
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
多
く
の
支
援
者
の
皆
さ

ん
が
高
齢
化
の
問
題
に
対
し
て
模
索
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
、
私
自
身
も
大
変
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
も
今
回
の
よ
う
な
研
修
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
研
鑽
を
重
ね
な
が
ら
、
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
住
み
慣
れ
た
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
高
齢
期
を
安
心
し
て
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
久
留
米
氷
川
台
寮

管
理
者
・
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

　

鈴
木
一
恵

入浴用昇降リフト「ネプチューン」

手すりを追加で設置
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１
．
は
じ
め
に

本
年
度
は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
想
定
し
、
予
算
に
つ
い
て

は
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
を
前
提
に
立

て
ま
し
た
。
就
労
支
援
活
動
で
は
一
定
の

自
粛
し
た
活
動
が
続
き
、
加
え
て
、
２
０

２
２
年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
生
活
用
品
を

含
む
様
々
な
物
資
が
高
騰
し
、
仕
入
れ
材

料
な
ど
も
値
上
が
り
す
る
な
ど
大
き
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
中
期
事
業
計
画（
５
ヵ
年
計

画
）の
最
初
の
年
度
で
あ
り
、
法
人
内
の
管

理
職
研
修
等
を
つ
う
じ
て
周
知
・
徹
底
し
、

全
体
の
意
識
改
革
や
世
代
交
代
も
視
野
に

入
れ
た
人
材
育
成
、
一
部
の
拠
点
に
よ
る

事
務
・
経
理
の
統
合
な
ど
、
具
体
的
に
準

備
を
進
め
ま
し
た
。

わ
が
国
も
批
准
し
た
国
連
障
害
者
権
利

条
約
は
、
国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
に
よ

る
初
回
審
査
が
８
月
22
日
、
23
日
に
実
施

さ
れ
、
当
法
人
か
ら
も
傍
聴
団
の
一
員
と

し
て
２
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
会
期
末
の

９
月
に
は
総
括
所
見
が
公
表
さ
れ
、
福

祉
施
設
等
の
分
離
政
策
に
懸
念
が
示
さ

れ
、「
人
権
モ
デ
ル
」を
基
調
と
し
た
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ（
包
容
）な
社
会
環
境
へ
と
変
え

て
い
く
こ
と
が
勧
告
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
、「
障
害
者
基
本
法
」や「
障
害
者
総
合
支

援
法
」の
見
直
し
な
ど
も
視
野
に
、
こ
れ
ま

で
の
福
祉
の
延
長
で
は
対
応
で
き
な
い
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
障
害
者
権
利
条
約
で

求
め
る
社
会
づ
く
り
に
は
、
当
事
者
と
共

に
関
係
団
体
と
連
携
し
て
啓
蒙
活
動
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２�

．
法
人
全
体
の
経
営
状
況
な
ら
び
に
方

針
に
対
す
る
運
営
結
果

本
年
度
の
事
業
運
営
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
様
々
な
活
動
に
制
限
が
余
儀

な
く
さ
れ
る
中
、
事
業
の
結
果
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。
法
人
全
体
の
事
業

活
動
計
算
書
に
お
け
る
当
期
活
動
増
減
差

額
は
５
０
，８
５
３
千
円
を
計
上
し
、
貸
借

対
照
表
に
お
け
る
純
資
産
は
７
，２
８
８
，

５
３
６
千
円
、
事
業
活
動
計
算
書
に
お
け

る
次
期
繰
越
活
動
増
減
差
額
は
３
，８
７
２
，

２
２
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

在
籍
者
の
推
移
で
は
表
２
に
示
す
と
お

り
、
総
人
数
９
２
１
名（
前
年
度
末
９
３
２

名
）で
11
名
減（
非
常
勤
嘱
託
医
を
含
ま
な

い
）、
内
障
害
者
は
６
３
２
名（
前
年
度
末

６
３
８
名
）で
６
名
減
、
障
害
者
比
率
は

68
・
６
％
（
前
年
度
末
68
・
５
％
）と
な
り

ま
し
た
。
期
中
の
就
労
移
行
者
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
以
外
の
移
行
者
を
加
え
て
、

68
名
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
法
人
全
体
の

在
籍
者
は
、
契
約
者
・
登
録
者（
表
２
：

参
考
資
料
）１
，７
９
１
名
を
加
え
る
と
２
，

７
１
２
名
の
人
達
に
責
任
を
負
う
組
織
と

な
り
ま
し
た
。

⑴
経
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

・�

経
営
理
念
や
倫
理
、
社
会
的
役
割
に
伴

う
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
重
ん
じ
た
法
人
運
営
に
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

・�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
の
た
め
に
、

第
三
者
サ
ー
ビ
ス
評
価
機
関
の
審
査
を

受
審
し
、
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
制
度

の
継
続
や
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
情
報
開
示
に
取
り
組
み
、
監
事

に
よ
る
内
部
監
査
も
実
施
し
法
人
運
営

に
活
用
し
ま
し
た
。

・�

法
改
正
や
業
務
改
善
な
ど
に
伴
う
法
人

の
規
程
等
を
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
ま

し
た
。

⑵
財
務
・
資
金
管
理
に
つ
い
て

・�

会
計
顧
問
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
会

計
基
準
に
よ
り
精
度
の
高
い
管
理
に
努

め
、
さ
ら
に
外
部
会
計
監
査
人
の
指
導

を
受
け
会
計
管
理
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

・�

財
務
状
況
や
資
金
管
理
は
法
人
本
部
が

全
体
を
把
握
し
、
拠
点
間
の
窓
口
と
な
っ

て
調
整
に
努
め
ま
し
た
。

⑶
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

・�

当
面
は
体
力
維
持
を
優
先
課
題
に
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

全
事
業
所
に
お
い
て
、
支
援
の
質
の
向

上
と
経
営
改
善
に
視
点
を
置
き
、
持
続

可
能
な
事
業
へ
の
体
質
改
善
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

・�

風
通
し
の
良
い
職
場
と
良
好
な
人
間
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
事
業
継
続
の

重
要
な
課
題
で
す
。
快
適
な
職
場
環
境

を
実
現
し
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
が
発
生

し
た
場
合
の
解
決
方
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
の
手
引
き
」を

作
成
し
、
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

⑷
人
材
確
保
・
育
成
に
つ
い
て

・�

募
集
広
告
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
求
人
媒

体
に
掲
載
し
、
人
材
確
保
に
努
め
、
ま
た
、

世
代
交
代
を
意
識
し
て
次
世
代
の
育
成

に
も
注
力
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度　

事
業
報
告
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・
経
営
や
福
祉
の
専
門
性
を
向
上
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
教
育
、
研
修
を
計
画
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
等
を
つ
う
じ
て
実
施
し
ま
し

た
。
継
続
し
て
人
材
育
成
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
人
事
考
課
制
度
を
活
用
し
て
風

通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

一
人
ひ
と
り
の
活
躍
の
場
の
充
実
を
目
指

し
ま
し
た
。

・�

人
材
確
保
と
定
着
の
安
定
を
図
る
た
め

に
、
給
与
規
程
を
改
定
し
ま
し
た
。

⑸
他
の
団
体
と
の
協
力
連
携
に
つ
い
て

・�

障
害
者
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
各
省

庁
な
ら
び
に
、
東
京
都
、
各
区
市
自
治

体
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
東
京
都

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
般
社
団
法
人
ゼ

ン
コ
ロ
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

障
害
者
協
議
会
、
全
国
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
、
日
本
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
、
東
京

都
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従
業
員

等
が
、
対
外
的
な
立
場
に
お
い
て
充
分

に
役
割
発
揮
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

⑹
地
域
活
動
に
つ
い
て

・�

拠
点
ご
と
の
地
域
活
動
に
お
い
て
は
、

各
自
治
体
と
の
連
携
を
深
め
情
報
交
換

を
密
に
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上

な
ら
び
に
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
障
害
者
福

祉
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。
地
域
の
福

祉
関
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
積
極
的
に

参
画
し
、
重
要
な
社
会
資
源
の
一
翼
を

担
い
ま
し
た
。

３
．
各
事
業
本
部
の
事
業
実
施
概
要

中
期
事
業
計
画
に
あ
る
事
業
本
部
制
の

見
直
し
は
、
混
沌
と
し
た
社
会
情
勢
の
中

で
は
直
ち
に
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
と
判

断
し
、
２
０
２
３
年
度
に
本
格
的
な
検
討

に
入
り
ま
す
。
各
拠
点
に
お
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
様
々
な
制
限
の
中
、
感

染
予
防
お
よ
び
支
援
の
質
の
向
上
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
し
た
。
材
料
費
等
の
高
騰

に
伴
う
影
響
に
は
、
仕
入
先
と
の
交
渉
や

外
注
費
の
差
益
管
理
を
徹
底
す
る
な
ど
、

最
低
限
に
抑
え
る
努
力
を
し
ま
し
た
。

⑴
法
人
本
部（
事
務
局
）

理
事
会
お
よ
び
理
事
長
の
統
括
を
受
け
、

事
務
局
長
の
下
、
関
連
す
る
法
律
お
よ
び

通
達
に
従
っ
て
内
外
業
務
の
実
務
処
理
を

行
い
ま
し
た
。
中
期
事
業
計
画
を
具
体
的

に
進
め
る
た
め
、
所
長
会
、
管
理
職
研
修

会
等
で
周
知
し
計
画
を
共
有
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
国
の
規
制
緩

和
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
面
は
こ

れ
ま
で
の
感
染
予
防
対
策
を
原
則
続
け
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑵�

福
祉
事
業
本
部（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
、

ト
ー
コ
ロ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
）

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域
生
活
を
支
援
す

る
事
業
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
短

期
入
所
、
居
宅
介
護
事
業
、
特
定
相
談
支

援
事
業
等
の
運
営
を
通
常
ど
お
り
実
施
し

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
第
７
波
、
第
８
波
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
、
従
業
員
の

陽
性
者
が
多
発
し
年
間
で
計
23
名
と
な
り

ま
し
た
。
陽
性
と
な
っ
た
入
居
者
の
内
、

実
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
内
で
介
護
や
通
院･

検
査
の

支
援
も
行
い
ま
し
た
。
従
業
員
が
濃
厚
接

触
者
と
な
り
勤
務
で
き
な
い
事
態
も
多
く

発
生
し
ま
し
た
。

⑶�

Ｉ
Ｔ
事
業
本
部 

ト
ー
コ
ロ
情
報
処
理
セ

ン
タ
ー（
事
業
部
、
職
能
開
発
室
、
デ
ジ

タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

法
人
内
で
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
等
を
介
し
て

各
事
業
所
に
関
わ
り
、
横
断
的
に
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
事
業
部
で
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
伴
う
時
差
出
勤
を
12
月
よ
り
通
常

勤
務
に
戻
し
ま
し
た
。
自
治
体
受
託
業
務

に
お
い
て
は
５
自
治
体
の
業
務
を
受
託
し
、

税
務
デ
ー
タ
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
さ
ら
に
進

み
、
電
子
媒
体
に
移
行
す
る
傾
向
が
多
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
受
注
量
の
大
幅
な

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
入
力
部
門

で
は
、
電
子
入
札
・
見
積
合
わ
せ
が
多
く
、

厳
し
い
受
注
状
況
は
変
わ
ら
ず
続
い
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン

タ
ー
１
階
の
収
益
事
業
廃
止
に
伴
い
、
中

野
区
と
受
託
可
能
な
事
業
展
開
を
念
頭
に

し
た
障
害
者
雇
用
の
推
進
な
ら
び
に
経
費

削
減
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
12
月
に
職
能

開
発
室
と
共
に
移
転
し
ま
し
た
。

職
能
開
発
室
で
は
、
感
染
防
止
を
第
一

に
考
え
な
が
ら
も
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
運
営
を
検
討
し
た
１
年
で
あ
り
ま
し

た
。
世
代
交
代
と
安
定
し
た
運
営
を
当
面

の
目
標
に
外
部
講
師
や
役
割
分
担
な
ど
を

一
部
見
直
し
ま
し
た
。
情
報
処
理
教
育
事

業
、
在
宅
就
労
支
援
事
業
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
支
援
事
業（
東
京
都
障
害
者
Ｉ
Ｔ
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
）３
本
柱
の
基
本
業
務

を
充
実
さ
せ
つ
つ
、
国
際
福
祉
機
器
展
に

企
画
出
展
す
る
な
ど
新
し
い
試
み
も
実
施

し
ま
し
た
。
東
京
都
重
度
身
体
障
害
者
在

宅
パ
ソ
コ
ン
講
習
事
業
は
、
例
年
同
様
に
、

国
家
資
格
取
得
者
や
在
宅
勤
務
で
の
就
職

者
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
東
京
都
障
害
者

Ｉ
Ｔ
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
、
都

内
区
市
町
村
の
職
員
約
１
０
０
名
を
対
象

に
集
合
研
修
を
実
施
し
、
６
か
所
で
出
張

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

W
eb

・
オ
ー
プ
ン
系
シ
ス
テ
ム
開
発
や
シ

ス
テ
ム
運
用
支
援
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作

と
い
っ
た
業
務
を
主
軸
に
、
企
画
や
提
案

等
を
行
い
ま
し
た
。
既
存
顧
客
の
年
間
一

括
業
務
受
託
は
固
定
収
入
の
柱
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
度
か
ら
継
続
し
た
長
期
的
な

シ
ス
テ
ム
改
修
作
業
を
受
注
し
た
こ
と
で
、

一
定
の
業
務
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
事
業
本
部
内
で
は
、
事
業
部

と
職
能
開
発
室
の
事
務
所
移
転
に
係
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
作
業
全
般
に
協
力
し
ま
し
た
。

従
業
員
の
人
材
確
保
・
求
人
に
つ
い
て
は
、

外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
情
報
提
供
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や
協
力
を
求
め
る
な
ど
し
て
市
場
を
把
握

し
つ
つ
継
続
し
、
人
材
育
成
・
教
育
で
は
、

リ
モ
ー
ト
に
よ
る
外
部
の
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
へ
の
参
加
を
促
し
、
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
事
業

本
部
の
全
従
業
員
向
け
に
毎
年
末
に
開
催

し
て
い
た
研
修
等
は
、対
面
で
は
な
く
、「
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク（
テ
キ
ス
ト
）お
よ
び
テ
ス
ト
」

に
よ
る
研
修
で
実
施
し
ま
し
た
。

⑷�

社
会
就
労
事
業
本
部（
コ
ロ
ニ
ー
中
野
、

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー
、

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所
、
コ
ロ

ニ
ー
東
村
山
、
ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
）

コ
ロ
ニ
ー
中
野
は
、
生
活
介
護
事
業
で

は
実
利
用
率
が
１
割
以
上
低
下
し
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
で
は
若
干
向
上
し
ま

し
た
。
就
労
移
行
支
援
事
業
は
前
年
度
に

続
き
利
用
者
不
在
の
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

就
労
支
援
事
業
の
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
印
刷
関
連
事
業
を
は
じ
め
と
し
て

厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
飲
食
事

業
に
お
い
て
は
原
材
料
の
原
価
率
の
低
減

に
努
め
た
こ
と
や
、
自
粛
活
動
の
中
で
も

継
続
し
た
顧
客
開
拓
が
実
り
始
め
、
コ
ロ

ナ
禍
前
の
実
績
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
施
設
利
用
の
視
点

か
ら
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
再
開
し
た
こ
と
に
よ
り
利
用

率
向
上
の
き
ざ
し
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

中
野
区
内
の
活
動
で
は
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
事
業
な
ど
に
参
画
し
地
域
福
祉
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
多
く
の
新

規
利
用
者
を
受
け
入
れ
、
支
援
の
質
に
こ

だ
わ
っ
た
事
業
運
営
を
進
め
ま
し
た
。
利

用
者
や
家
族
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
事
業
所
は
開
所
し
続
け
、
通
常
の

生
活
を
維
持
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
行
事

等
も
工
夫
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
事
業
状

況
は
、
就
労
支
援
事
業
で
は
前
年
度
を
上

回
る
売
上
を
確
保
で
き
、
利
用
者
工
賃
の

支
給
額
も
前
年
実
績
を
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

中
野
区
仲
町
就
労
支
援
事
業
所
は
、
区

と
締
結
し
た
基
本
協
定
、
管
理
運
営
業
務

に
関
す
る
協
定
を
遵
守
し
、
個
々
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
支
援
内
容
の
充
実
に
努
力

し
ま
し
た
。
向
上
し
つ
つ
あ
る
通
所
率
は
、

き
め
細
か
い
支
援
を
展
開
し
た
結
果
、
年

間
を
つ
う
じ
て
安
定
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
長
期
欠
席
者
に
は
、
定
期
的

な
電
話
連
絡
・
相
談
、
個
別
面
談
の
実
施
、

事
業
所
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
働
き

か
け
る
等
、
相
談
し
や
す
い
環
境
を
設
け

て
自
宅
に
ひ
き
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
対
応

し
ま
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
家
庭

訪
問
や
通
院
同
行
な
ど
、
本
人
や
家
族
に

関
わ
る
支
援
機
関
等
と
連
携
し
て
取
り
組

み
ま
し
た
。
就
労
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
に
お
い
て
売
上
高
が

回
復
し
ま
し
た
。
就
労
移
行
支
援
事
業
の

在
籍
者
は
年
間
を
通
じ
て
０
名
で
あ
り
ま

し
た
が
、
企
業
求
人
情
報
等
を
発
信
し
て

就
労
へ
の
啓
発
支
援
を
継
続
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ニ
ー
東
村
山
で
は
、
就
労
支
援
事

業（
印
刷
事
業
）で
紙
離
れ
が
進
む
中
、
前

年
度
を
上
回
る
売
上
高
を
残
し
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
就
労

移
行
支
援
事
業
は
、
２
名
の
利
用
者
で
開

始
し
、
い
ず
れ
も
一
般
就
労
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
で
は

新
規
で
３
名
の
増
員
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
で
は
、
就
労
移
行
支
援
事
業
か
ら

の
利
用
変
更
１
名
の
ほ
か
新
規
利
用
者
を

加
え
て
６
名
の
増
員
で
開
始
し
ま
し
た
が
、

他
施
設
の
希
望
や
障
害
の
重
度
化
・
高

齢
化
等
で
７
名
が
退
所
し
ま
し
た
。
東
村

山
市
障
害
者
就
労
支
援
室
で
は
、
就
職
者

な
ら
び
に
登
録
者
も
増
加
し
て
お
り
、
イ

ベ
ン
ト
や
講
習
会
等
は
自
粛
し
ま
し
た
が
、

面
談
等
に
つ
い
て
は
感
染
予
防
に
配
慮
し

な
が
ら
対
面
で
行
い
ま
し
た
。
障
害
者
計

画
相
談
支
援
室
ふ
き
の
と
う
で
は
、
市
内

や
近
隣
在
住
の
利
用
者
２
２
７
名
と
契
約

を
し
て
い
ま
す
。

ト
ー
コ
ロ
青
葉
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の
減
少
状
況
に
応
じ
て
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
、
就
労
移
行
支

援
事
業
お
よ
び
生
活
介
護
事
業
の
時
間
短

縮
を
６
月
21
日
よ
り
通
常
時
間
に
戻
し
ま

し
た
。
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス「
ア
リ
ー

バ
」は
、
通
常
時
間
の
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
開
は
見
送
り
、
暑

気
払
い
や
青
葉
祭
は
代
替
え
の
企
画
を
実

施
し
、
日
帰
り
旅
行
と
お
花
見
は
３
年
ぶ

り
に
実
施
し
ま
し
た
。
就
労
支
援
事
業
は
、

社
会
活
動
の
活
性
化
と
と
も
に
官
公
庁
等

の
受
注
量
が
回
復
し
売
上
高
は
計
画
・
実

績
と
も
に
向
上
し
ま
し
た
。
広
報
誌「
青
葉

通
信
」と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
外
部
に

も
広
報
し
ま
し
た
。

⑸�

福
祉
工
場
事
業
本
部（
東
京
都
葛
飾
福
祉

工
場
、
東
京
都
大
田
福
祉
工
場
）

東
京
都
葛
飾
福
祉
工
場
は
、
利
用
希
望

の
多
い
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
の
定
員

を
28
名
か
ら
34
名
に
６
名
増
員
し
、
就
労

移
行
支
援
事
業
定
員
６
名
、
就
労
継
続
支

援
Ａ
型
事
業
定
員
40
名
の
合
計
80
名
定
員

の
多
機
能
型
就
労
支
援
事
業
所
と
し
て
支

援
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組
み
、

就
労
移
行
支
援
事
業
で
は
２
名
を
一
般
就

労
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
種

研
修
や
会
議
等
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

た
め
集
合
で
は
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

し
、
事
業
所
全
体
の
行
事
は
す
べ
て
中
止

し
ま
し
た
。
一
方
、
感
染
予
防
対
策
を
徹

底
し
た
う
え
で
、
支
援
１
課
・
支
援
２
課

合
同
で
外
出
プ
ロ
グ
ラ
ム（
い
ち
ご
狩
り

等
）を
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
上
を
利

用
し
て「
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」を
行
い
ま
し
た
。

金
町
工
場
別
館
１
階
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
は
臨
時
休
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染

予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
３
月
22
日
に
再
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開
し
て
い
ま
す
。
在
宅
就
労
支
援
に
つ
い

て
は
、
事
業
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

や
防
災
・
避
難
用
品
カ
タ
ロ
グ
の
デ
ザ
イ

ン
制
作
等
多
く
の
案
件
を
担
当
す
る
こ
と

で
、
防
災
事
業
等
の
販
売
促
進
に
貢
献
し
、

縫
製
事
業
は
、
見
込
生
産
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
突
発
的
な
注
文
に
応
え
ら
れ
る
生

産
体
制
の
維
持
に
努
め
ま
し
た
。
製
袋
事

業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
前
年
実
績
・

計
画
を
上
回
る
売
上
を
達
成
し
ま
し
た
が
、

原
材
料
等
の
高
騰
等
が
厳
し
く
収
益
の
改

善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
防
災
事
業

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
こ
と
で
、
全
国

の
自
治
体
の
災
害
対
策
計
画
も
再
開
さ
れ
、

少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
始
め
て
い

ま
す
。
立
石
工
場
移
転
新
築
工
事
は
、
近

隣
住
民
等
へ
の
説
明
も
無
事
に
終
え
着
工

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
３
年

度
末
竣
工
の
予
定
で
す
。

東
京
都
大
田
福
祉
工
場
で
は
、
感
染
者
、

濃
厚
接
触
者
は
出
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

家
庭
内
感
染
で
ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
施
設
内

感
染
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
就
労
支

援
事
業
は
、
東
京
都
や
独
立
行
政
法
人
な

ど
一
部
顧
客
で
回
復
基
調
も
見
ら
れ
、
売

上
高
は
対
前
年
度
比
で
向
上
し
、
材
料
費

等
が
高
騰
す
る
中
、
外
注
費
抑
制
、
内
部

加
工
に
努
め
加
工
高
も
対
前
年
度
比
で
増

加
し
ま
し
た
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

で
は
、
就
労
移
行
支
援
事
業
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
就
職
活
動
へ
の
影
響
も
改
善
に

向
か
い
５
名
を
一
般
就
労
に
つ
な
ぎ
ま
し

た
が
、
就
職
後
の
補
充
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
就
労
定
着
支
援
事
業
は
、
満
期
終

了
に
よ
り
２
名
減
員
の
10
名
と
な
り
ま
し

た
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
は
、
一
部

利
用
者
の
通
所
率
の
低
迷
、
困
難
課
題
を

抱
え
る
利
用
者
へ
の
支
援
に
課
題
が
残
り

ま
し
た
。
従
業
員
の
人
員
不
足
解
消
を
課

題
と
し
て
障
害
者
従
業
員
の
増
員
に
努
力

し
て
い
ま
す
が
、
正
規
雇
用
が
難
し
い
方

へ
の
訓
練
も
充
実
さ
せ
た
通
過
型
の
雇
用

（
新
し
い
Ａ
型
）に
も
視
野
を
広
げ
る
な
ど
、

雇
用
の
可
能
性
を
拡
大
す
べ
く
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
職
場
環
境
の
確
保
を
最
重
要
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
、
虐
待
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
委
員
会
や
身
体
拘
束
適
正
化
委
員

会
な
ど
の
人
権
課
題
を
担
う
活
動
も
推
進

し
ま
し
た
。

⑹
収
益
事
業

中
野
区
内
の
障
害
者
等
を
対
象
と
し
た

医
療
連
携
を
目
的
に
、
２
０
２
１
年
５
月

よ
り
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま
支
援
セ
ン

タ
ー
内
に
て
開
始
し
た
収
益
事
業（
整
骨
院

と
賃
貸
借
契
約
）は
、
整
骨
院
事
業
責
任
者

の
体
調
不
良
に
よ
り
継
続
が
困
難
と
な
り
、

２
０
２
２
年
7
月
末
を
も
っ
て
賃
貸
借
契

約
を
解
除
し
、
収
益
事
業
も
終
了
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
跡
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
に
つ

い
て
は
区
と
も
協
議
を
重
ね
、
同
ス
ペ
ー

ス
を
Ｉ
Ｔ
事
業
本
部
の
事
業
部
・
職
能
開

発
室
を
移
転
し
て
、
将
来
的
に
は
、
区
内

の
社
会
貢
献
事
業
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を

区
と
協
力
し
て
企
画
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
開
設
時
の
ス
ペ
ー
ス
の
造
作
費
用

等
、
法
人
が
負
担
し
た
債
務
は
、
法
人
本

部
か
ら
の
繰
入
金
で
清
算
し
、
造
作
部
分

の
固
定
資
産
は
、
コ
ロ
ニ
ー
も
み
じ
や
ま

支
援
セ
ン
タ
ー
に
移
管
し
ま
し
た
。
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表１．補助事業および補助金・寄付金による施設設備等整備事業報告

(1)補助事業（順不同）
組織名 事業内容（事業所名） 補助金

東京都 重度身体障害者在宅パソコン講習事業 ５，８８８千円
（トーコロ情報処理センター職能開発室）

三菱商事株式会社 重度身体障害者在宅パソコン講習事業 ５，０００千円
（トーコロ情報処理センター職能開発室）

沖電気工業株式会社 重度身体障害者在宅パソコン講習事業 ８００千円
（トーコロ情報処理センター職能開発室）

公益財団法人 2022年度es-teamミーティング開催     ７７千円
日本社会福祉弘済会  (研修事業)(東京都葛飾福祉工場）

(2)補助金・寄付金による施設設備等整備（順不同）
組織名 整備内容（事業所名） 補助金

社会福祉法人 エアコン（えはらハイツⅠ） ５０千円
　東京都共同募金会

掃除機（えはらハイツⅡ） ３０千円

エアコン（えはらハイツⅡ） ５０千円

公園清掃用ブロア ７０千円
（コロニーもみじやま支援センター）

防災用ヘルメット １１７千円
(トーコロ青葉ワークセンター）

フラットベッドスキャナー １００千円
（コロニー中野）

東村山市 ドットインパクトプリンター２台 ２７０千円
(東村山市障害者日中 （コロニー東村山）
 活動系サービス事業所
 運営費補助金生産活動 作業台、リフトテーブル、タワーベルト ２６３千円
 充実加算) (トーコロ青葉ワークセンター）

　　＊その他事業運営補助金・・・・・東京都共同募金会　　・○○○○○　　  ○○千
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・○○○○○　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・○○○　　　　　

＊＊＊＊「「昨昨年年参参考考」」ののシシーートトをを参参考考にに、、入入力力用用シシーートトににごご入入力力いいたただだきき、、ごご提提出出下下ささ
いい。。ななおお、、該該当当ががななかかっったた場場合合ででもも「「該該当当ななしし」」とといいずずれれかかののセセルルにに赤赤字字入入力力ししててごご
提提出出下下ささいい。。＊＊＊＊

注注１１））補補助助事事業業おおよよびび補補助助金金・・寄寄付付金金にによよるる施施設設整整備備ののみみととしし、、そそのの他他のの寄寄附附ににつついい
ててはは必必要要にに応応じじてて報報告告書書本本文文にに記記載載ししててくくだだささいい。。
注注２２））施施策策ととししててののココロロナナ対対応応補補助助金金・・助助成成金金はは入入れれなないいででくくだだささいい。。
注注３３））永永山山ココンンピピュューータターー様様かかららののごご寄寄付付はは匿匿名名希希望望ののたためめ入入れれなないいででくくだだささいい。。

表１．補助事業および補助金・寄付金による施設設備等整備事業報告

表２．在籍者の推移 

前年度末 年 度 末

在籍者数 自己都合 一般就労
疾病、
その他 在籍者数

93 7 (0) 3 (0) 2 0 1 97 

(82) (6) (0) (3) (0) (2) (0) (1) (85)

事業・施設の利用者 443 50 (0) 51 (0) 29 13 9 442 

そ の 他 102 17 (0) 26 (0) 4 0 22 93 

638 74 (0) 80 (0) 35 13 32 632 

(82) (6) (0) (3) (0) (2) (0) (1) (85)

294 34 (0) 39 (0) 25 0 14 289 

932 108 (0) 119 (0) 60 13 46 921 

(82) (6) (0) (3) (0) (2) (0) (1) (85)

(注) 1) Ａ型従業員については、障害がある雇用就労者に含めた上で下段の（）で再掲している。

2) 増員および減員の各右欄には法人内異動を（）で表記している。

3)「その他」にはグループホーム利用者・在宅パソコン講習生・放課後等デイサービス利用者・定着支援利用者

4) 在籍者数には非常勤嘱託医を含まない。

5) 前年度末在籍者数は、計上誤りにより前年度資料から「事業・施設の利用者」を１名マイナス、

「障害がない在籍者」を１名プラスしている。

2022(令和4)年4月1日から　2023(令和5)年3月31日まで

雇 用 就 労 者

（単位：人）

期中増減 主な減員理由

増員 減員

障害がある在籍者（計）

合 計

障害がない在籍者
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表２．参考資料；「在籍者の推移」に含まれない人員状況

(単位：人)

登録・契約障害者 一般就職者
トライアル
雇用者等

一般就職者累計

219     － －
*1

122     － －
*2

14     4      0      

679     51      0      
*1

227     － －
*3

200     － －
*1

39     － －

222     － －
*1

69     － －
*4

計 1,791     55      0      754     

 中野障害者計画相談支援室
「ころまっぷ」

参考資料；「在籍者の推移」に含まれない人員状況

2022年度末及び2022年度中人数

*2　在宅教育修了者からの一般雇用　４人、職業紹介事業からの一般雇用０人

*4　在籍者以外で2007.4～2023.3に当法人で就職をサポートした人の累計

*3　契約者以外の作品利用が行われた数も含めているため概数としている。

 もみじやま障害者計画相談室

 ＩＴ事業本部
（在宅教育修了生、職業紹介登録者等）

　アートビリティ

 福祉事業本部
（短期入所、移動支援、居宅介護等）

 東京都葛飾福祉工場
   障害者計画相談支援室

 コロニーもみじやま支援センター
（短期入所、日中一時支援）

*1  計画相談契約者数

 東村山市障害者就労支援室

 コロニー障害者計画相談支援室
「ふきのとう」

表３．障害・非障害者及び男女別総括表
表３
障害・非障害者及び男女別総括表

①身体 ②知的 ③精神 ④その他 ⑤非障 ①+②+③+④+⑤

障害者 障害者 障害者 障害者 害者 総人員(人) 男 女 年齢(才) 在籍(年)

法  人  本  部 0 0 0 0 5 5 2 3 52.8 19.2

福祉事業本部 6 40 1 0 20 67 46 21 51.3 10.2

トーコロ情報処理センター事業部 5 0 1 0 12 18 3 15 46.2 16.0

トーコロ情報処理センター職能開発室
（含：事務局） 9 0 0 0 3 12 6 6 36.7 6.3

デジタルメディアセンター 1 0 0 0 4 5 4 1 50.0 15.9

コロニー中野 22 38 20 0 26 106 67 39 48.8 10.7

中野区仲町就労支援事業所 0 0 35 6 6 47 27 20 50.7 6.7

コロニー東村山 23 42 9 0 64 138 97 41 44.8 12.8

トーコロ青葉ワークセンター 14 61 29 25 29 158 106 52 38.8 10.7

コロニーもみじやま支援センター 5 79 4 0 30 118 60 58 37.0 4.4

東京都葛飾福祉工場 30 26 9 0 59 124 77 47 44.8 13.8

東京都大田福祉工場 34 27 31 0 31 123 94 29 47.7 9.4

計 149 313 139 31 289 921 589 332 44.4 10.3

＊＊＊＊　　該該当当欄欄にに人人数数をを入入力力ししててごご返返送送下下ささいい。。ななおお、、「「表表22在在籍籍者者のの推推移移」」((別別フファァイイルル))のの
人人数数ととはは必必ずず整整合合性性ををととっってて下下ささいい。。　　＊＊＊＊

2023年３月31日現在

事      業      所      名
男女別人員(人） 平均年齢・在籍
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表４－２．�就労継続支援Ａ型事業　 

定員・現員ならびに賃金の状況 

（2022 年４月～ 2023 年３月）

表５．福祉サービス 苦情申出状況表５．福祉サービス 苦情申出状況

対事業所 対従業員 利用者間 その他
事業所内
解決

（第三者委
員関与）

未解決 その他

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0

0 0 0 0 0 0 (0) 0 0
合　　計

申出件数

ＩＴ事業本部（三事業）

東京都大田福祉工場

トーコロ青葉ワークセンター

中野区仲町就労支援事業所

法人本部

事　業　所

コロニーもみじやま支援センター

東京都葛飾福祉工場

福祉事業本部

コロニー中野

コロニー東村山

（単位：件）

申出内訳 解決状況
2022(令和4)年4月1日から2023(令和5)年3月31日まで

-7-

表４－１．
就労移行支援事業および就労継続支援Ｂ型事業

事業所名 サービス名
定員
（人）

現員
（人）

平均工賃
（円/1人1ヶ月当）

一般企業等へ
の移行（人）

延べ人数 工賃支払総額

就労移行 6 0.0 - 0 0 0

就労継続Ｂ型 50 58.8 27,710 0 705 19,535,251

就労移行 6 0.0 - 0 0 0

就労継続Ｂ型 21 31.0 18,198 1 372 6,769,764

就労移行 6 1.3 31,822 2 16 509,159

就労継続Ｂ型 59 57.5 28,013 0 690 19,328,891

就労移行 6 5.1 19,639 3 61 1,197,965

就労継続Ｂ型 83 99.3 23,004 1 1191 27,397,637

就労移行 6 1.0 4,969 0 12 59,632

就労継続Ｂ型 64 57.1 16,597 0 685.0 11,369,266

就労移行 6 2.3 44,223 4 27 1,194,029

就労継続Ｂ型 42 44.1 45,336 0 529 23,982,749

就労移行 6 2.4 18,926 2 29 548,841

就労継続Ｂ型 34 32.0 20,200 0 384 7,756,977

就労移行 42 12.1 24,204 11 ＊工賃支払総額＝賞与、交通費などを含む年間支給額

就労継続Ｂ型 353 379.7 25,492 2

395 391.8 25,452 13

＊現員は年間をとおしての平均現員。

＊平均工賃は賞与、交通費等、本人に支払った全ての金額を工賃と見なし、その平均額を算出。

＊「一般企業等への移行」欄にはＡ型雇用への移行を含む。

表４－２．

事業所名 定員 (人) 現員 (人)
平均賃金
（円/1人
1ヶ月当）

延べ人数 賃金支払総額

コロニー中野 10 6.5 204,930 78 15,984,569

コロニー東村山 15 14.1 203,972 170 34,675,308

東京都大田福祉工場 32 31.8 327,086 381 124,619,806

東京都葛飾福祉工場 40 31.0 298,818 372 111,160,229

総計（平均） 97 83.4 286,154

＊平均賃金には、各種手当、賞与を含む（交通費は除く）。 ＊賃金支払総額＝賞与を含む。交通費は含まず。

表４－３．

＊＊＊＊22002222年年44月月かからら22002233年年33月月ののデデーータタをを入入力力ししててごご提提出出下下ささいい。。
ＡＡ型型ににつついいててはは表表４４－－２２、、生生活活介介護護ににつついいててはは表表４４－－３３にに入入力力ししててくくだだささいい。。＊＊＊＊

トーコロ青葉ワークセンター

中野区仲町就労支援事業所

総　　計（平均）

コロニー中野

コロニー東村山

東京都大田福祉工場

東京都葛飾福祉工場

サービス別計

コロニーもみじやま支援センター

表４－３．�生活介護事業　 

定員・現員ならびに工賃の状況 

（2022 年４月～ 2023 年３月）

事業所名 定員 (人) 現員 (人)
平均工賃
（円/1人
1ヶ月当）

延べ人数

コロニー中野 14 15.0 12,354 180

コロニーもみじやま支援センター 30 25.8 4,294 309

トーコロ青葉ワークセンター 6 3.5 16,030 42

総計（平均） 50 44.3 7,954

＊平均工賃は賞与、交通費等、本人に支払った全ての金額を工賃と見なし、

  その平均額を算出。

表４－１．
就労移行支援事業および就労継続支援Ｂ型事業

事業所名 サービス名
定員
（人）

現員
（人）

平均工賃
（円/1人1ヶ月当）

一般企業等へ
の移行（人）

延べ人数 工賃支払総額

就労移行 6 0.0 - 0 0 0

就労継続Ｂ型 50 58.8 27,710 0 705 19,535,251

就労移行 6 0.0 - 0 0 0

就労継続Ｂ型 21 31.0 18,198 1 372 6,769,764

就労移行 6 1.3 31,822 2 16 509,159

就労継続Ｂ型 59 57.5 28,013 0 690 19,328,891

就労移行 6 5.1 19,639 3 61 1,197,965

就労継続Ｂ型 83 99.3 23,004 1 1191 27,397,637

就労移行 6 1.0 4,969 0 12 59,632

就労継続Ｂ型 64 57.1 16,597 0 685.0 11,369,266

就労移行 6 2.3 44,223 4 27 1,194,029

就労継続Ｂ型 42 44.1 45,336 0 529 23,982,749

就労移行 6 2.4 18,926 2 29 548,841

就労継続Ｂ型 34 32.0 20,200 0 384 7,756,977

就労移行 42 12.1 24,204 11 ＊工賃支払総額＝賞与、交通費などを含む年間支給額

就労継続Ｂ型 353 379.7 25,492 2

395 391.8 25,452 13

＊現員は年間をとおしての平均現員。

＊平均工賃は賞与、交通費等、本人に支払った全ての金額を工賃と見なし、その平均額を算出。

＊「一般企業等への移行」欄にはＡ型雇用への移行を含む。

表４－２．

事業所名 定員 (人) 現員 (人)
平均賃金
（円/1人
1ヶ月当）

延べ人数 賃金支払総額

コロニー中野 10 6.5 204,930 78 15,984,569

コロニー東村山 15 14.1 203,972 170 34,675,308

東京都大田福祉工場 32 31.8 327,086 381 124,619,806

東京都葛飾福祉工場 40 31.0 298,818 372 111,160,229

総計（平均） 97 83.4 286,154

＊平均賃金には、各種手当、賞与を含む（交通費は除く）。 ＊賃金支払総額＝賞与を含む。交通費は含まず。

表４－３．

＊＊＊＊22002222年年44月月かからら22002233年年33月月ののデデーータタをを入入力力ししててごご提提出出下下ささいい。。
ＡＡ型型ににつついいててはは表表４４－－２２、、生生活活介介護護ににつついいててはは表表４４－－３３にに入入力力ししててくくだだささいい。。＊＊＊＊

トーコロ青葉ワークセンター

中野区仲町就労支援事業所

総　　計（平均）

コロニー中野

コロニー東村山

東京都大田福祉工場

東京都葛飾福祉工場

サービス別計

コロニーもみじやま支援センター

表４－１．�就労移行支援事業および就労継続支援Ｂ型事業 

定員・現員ならびに工賃と就労移行の状況（2022 年４月～ 2023 年３月）
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社会福祉法人名  社会福祉法人　東京コロニー　
拠点名          合算

第一号第一様式（第十七条第四項関係）

(単位：円)
予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)

就労支援事業収入 4,902,000,000 4,335,640,932 566,359,068
障害福祉サービス等事業収入 1,286,597,060 1,262,070,922 24,526,138
その他の事業収入 222,267,668 215,174,432 7,093,236
経常経費寄附金収入 18,825,000 19,555,892 -730,892
受取利息配当金収入 1,110,256 1,121,139 -10,883
その他の収入 37,906,791 31,488,342 6,418,449
    事業活動収入計(1) 6,468,706,775 5,865,051,659 603,655,116
人件費支出 952,911,055 919,986,151 32,924,904
事業費支出 106,307,814 98,023,443 8,284,371
事務費支出 249,247,778 190,413,750 58,834,028
就労支援事業支出 4,793,785,461 4,318,331,877 475,453,584
その他の支出 173,310,252 168,802,971 4,507,281
利用者負担軽減額 8,967,250 8,842,252 124,998
支払利息支出 6,245,000 6,095,189 149,811
その他の支出 7,133,633 6,290,794 842,839
流動資産評価損等による資金減少額 217,250 217,250
    事業活動支出計(2) 6,298,125,493 5,717,003,677 581,121,816
    事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 170,581,282 148,047,982 22,533,300
施設整備等補助金収入 100,000 857,352 -757,352
施設整備等寄附金収入 402,486 -402,486
その他の施設整備等による収入 24,000 162,242 -138,242
    施設整備等収入計(4) 124,000 1,422,080 -1,298,080
設備資金借入金元金償還支出 25,956,000 25,956,000
固定資産取得支出 192,346,563 113,055,701 79,290,862
ファイナンス・リース債務の返済支出 2,584,000 623,040 1,960,960
その他の施設整備等による支出 3,024,574 3,023,899 675
    施設整備等支出計(5) 223,911,137 142,658,640 81,252,497
    施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -223,787,137 -141,236,560 -82,550,577
積立資産取崩収入 180,050,000 113,611,172 66,438,828
その他の活動による収入 465,603 -465,603
    その他の活動による収入計(7) 180,050,000 114,076,775 65,973,225
積立資産支出 92,553,625 59,348,238 33,205,387
その他の活動による支出 4,730,392 3,852,951 877,441

    その他の活動支出計(8) 97,284,017 63,201,189 34,082,828
    その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 82,765,983 50,875,586 31,890,397
    予備費支出(10) 96,790,883       ― 68,109,948

-28,680,935
    当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) -38,549,820 57,687,008 -96,236,828

    前期末支払資金残高(12) 2,629,537,613 2,629,537,613
    当期末支払資金残高(11)+(12) 2,590,987,793 2,687,224,621 -96,236,828

（注）予備費支出-28,680,935円は以下の通り充当使用した額である。

【事業活動支出】
事業費支出  　2,180,904円　
事務費支出    3,222,338円　

就労支援事業費支出　 17,898,947円　
 その他の支出　　1,235,736円　

利用者負担軽減額　 　 925,250円　
 その他の支出　 　 187,733円　

【施設整備等支出】
固定資産取得支出 　 　650,860円　

その他の施設整備等支出　　　355,150円　
【その他活動支出】

積立資産支出　    255,625円　
その他活動支出    1,768,392円　

合計　　　28,680,935円　

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出

法人単位資金収支計算書
(自) 2022年 4月 1日 (至) 2023年 3月31日

勘　定　科　目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

支
出
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社会福祉法人名  社会福祉法人　東京コロニー　
拠点名          合算

第二号第一様式（第二十三条第四項関係）

(単位：円)
当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

就労支援事業収益 4,335,640,932 4,039,827,783 295,813,149
障害福祉サービス等事業収益 1,262,070,922 1,230,151,612 31,919,310
その他の事業収益 215,174,432 225,402,071 -10,227,639
経常経費寄附金収益 19,555,892 10,215,576 9,340,316
    サービス活動収益計(1) 5,832,442,178 5,505,597,042 326,845,136
人件費 914,055,327 898,150,849 15,904,478
事業費 98,023,443 94,609,371 3,414,072
事務費 190,892,317 203,832,996 -12,940,679
就労支援事業費用 4,363,201,719 4,083,487,066 279,714,653
その他の費用 186,556,473 152,058,123 34,498,350
利用者負担軽減額 8,842,252 8,617,483 224,769
減価償却費 159,368,735 164,090,194 -4,721,459
国庫補助金等特別積立金取崩額 -120,105,896 -121,540,319 1,434,423
徴収不能額 217,250 217,250
    サービス活動費用計(2) 5,801,051,620 5,483,305,763 317,745,857
    サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 31,390,558 22,291,279 9,099,279
借入金利息補助金収益 51,935 -51,935
受取利息配当金収益 1,121,139 1,080,611 40,528
その他のサービス活動外収益 31,603,683 23,206,054 8,397,629
    サービス活動外収益計(4) 32,724,822 24,338,600 8,386,222
支払利息 6,095,189 6,369,425 -274,236
その他のサービス活動外費用 6,290,794 4,620,762 1,670,032

    サービス活動外費用計(5) 12,385,983 10,990,187 1,395,796
    サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 20,338,839 13,348,413 6,990,426
    経常増減差額(7)=(3)+(6) 51,729,397 35,639,692 16,089,705
施設整備等補助金収益 857,352 76,440,710 -75,583,358
施設整備等寄附金収益 402,486 677,714 -275,228
固定資産売却益 2,061,269 -2,061,269
その他の特別収益 465,603 605,735 -140,132
    特別収益計(8) 1,725,441 79,785,428 -78,059,987
固定資産売却損・処分損 218,195 211,272 6,923
国庫補助金等特別積立金積立額 543,052 69,342,700 -68,799,648
その他の特別損失 1,839,903 11,178,119 -9,338,216
    特別費用計(9) 2,601,150 80,732,091 -78,130,941
    特別増減差額(10)=(8)-(9) -875,709 -946,663 70,954
    税引前当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 50,853,688 34,693,029 16,160,659
    法人税、住民税及び事業税(12)
    法人税等調整額(13)
    当期活動増減差額(14)=(11)-(12)-(13) 50,853,688 34,693,029 16,160,659
前期繰越活動増減差額(15) 3,760,343,412 3,664,150,383 96,193,029
当期末繰越活動増減差額(16)=(14)+(15) 3,811,197,100 3,698,843,412 112,353,688
基本金取崩額(17)
その他の積立金取崩額(18) 104,529,001 113,000,000 -8,470,999
その他の積立金積立額(19) 43,500,000 51,500,000 -8,000,000

次期繰越活動増減差額(20)=(16)+(17)+(18)-(19) 3,872,226,101 3,760,343,412 111,882,689

法人単位事業活動計算書
(自) 2022年 4月 1日 (至) 2023年 3月31日

勘　定　科　目
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社会福祉法人名   社会福祉法人　東京コロニー　

拠点名           合算

別紙４

(単位：円)

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額

Ⅰ 資産の部

 1　流動資産

      現金預金 ― 運転資金等 ― ― 2,867,431,563

      事業未収金 ― 就労支援事業及び障害福祉サービス事業 ― ― 1,034,725,264

      未収金 ― 就労支援事業及び障害福祉サービス事業 ― ― 9,738,560

      未収補助金 ― 都加算等 ― ― 6,964,762

      受取手形 ― 就労支援事業 ― ― 39,862,273

      電子記録債権 ― 就労支援事業 ― ― 51,533,837

      貯蔵品 ― 【控除対象】切手等 ― ― 2,996,580

― 【控除非対象】公益事業 ― ― 71,683

      小計 3,068,263

      商品・製品 ― 社会福祉事業による物品販売業及び印刷業等 ― ― 269,198,790

      仕掛品 ― 【控除対象】社会福祉事業による印刷業等 ― ― 17,304,597

      原材料 ― 社会福祉事業による印刷業等 ― ― 18,902,827

      立替金 ― 郵便、発送代金等 ― ― 7,330,934

      前払費用 ― 保険料等 ― ― 14,270,764

      短期貸付金 ― 職員貸付金 ― ― 740,771

      徴収不能引当金△ ― 社会福祉事業に係る得意先等 ― ― 2,364,428

4,338,708,777

 2　固定資産

  (1) 基本財産

      土地 （福祉事業本部）東久留米市氷川台2-31-22 ― 社会福祉事業であるグループホームに使用している ― ― 110,701,020

（コロニー中野）中野区江原町2-6-7 ― 社会福祉事業である就労支援事業に使用している ― ― 147,823,591

（コロニー東村山）東村山市秋津町2-22-9 ― 社会福祉事業である就労支援事業に使用している ― ― 398,000,000

（青葉ワークセンター）東村山市青葉町2-39-10 ― 社会福祉事業である就労支援事業に使用している ― ― 155,604,060

      小計 812,128,671

      建物 （福祉事業本部）東久留米市氷川台2-31-22 2002 社会福祉事業であるグループホームに使用している 66,059,195 36,721,268 29,337,927

（コロニー中野）中野区江原町2-6-7 2017 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 481,286,351 104,285,925 377,000,426

（コロニー東村山）東村山市秋津町2-22-9 1974 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 133,107,474 133,107,473 1

（コロニー東村山）東村山市秋津町2-22-9 1983 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 91,300,000 82,170,000 9,130,000

（コロニー東村山）東村山市秋津町2-24-8 2002 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 192,950,780 95,645,684 97,305,096

（青葉ワークセンター）東村山市青葉町2-39-10 1989 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 616,488,760 452,505,004 163,983,756

（もみじやま支援センター）中野区中野5-3-32 2017 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 652,723,007 164,276,160 488,446,847

（東京都葛飾福祉工場）葛飾区金町2-8-20 2017 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 403,930,843 100,611,462 303,319,381

（東京都葛飾福祉工場）葛飾区金町2-9-5 2017 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 311,428,351 87,611,395 223,816,956

（東京都大田福祉工場）大田区大森西2-22-26 2019 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 632,216,009 116,112,227 516,103,782

（東京都大田福祉工場）大田区大森西2-22-26 2021 社会福祉事業である就労支援事業に使用している 77,763,982 5,235,315 72,528,667

      小計 2,280,972,839

3,093,101,510

  (2) その他の固定資産

      土地 埼玉県八潮市2-1031-1 ― 社会福祉事業である就労支援事業に使用している ― ― 298,950,200

      建物 （福祉事業本部）東久留米市氷川台2-31-22他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備 140,775,460 62,424,466 78,350,994

（コロニー中野）中野区江原町2-6-7 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備 23,306,802 5,385,416 17,921,386

（コロニー東村山）東村山市秋津町2-22-9他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備 243,696,788 224,668,293 19,028,495

（青葉ワークセンター）東村山市青葉町2-39-10他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備 29,014,054 19,544,892 9,469,162

（もみじやま支援センター）中野区中野5-3-32 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備 63,728,444 14,180,777 49,547,667

（東京都葛飾福祉工場）葛飾区金町2-8-20他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備 251,828,067 155,619,430 96,208,637

（東京都大田福祉工場）大田区大森西2-22-26他 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用している建物付属設備 5,198,364 906,323 4,292,041

（トーコロ情報処理センター・事業部） ― 【控除非対象】公益事業に使用している建物付属設備 8,071,703 222,299 7,849,404

（トーコロ情報処理センターデジタルメディアセンター ― 【控除非対象】公益事業に使用している建物付属設備 3,021,900 2,455,776 566,124

      小計 283,233,910

      構築物 ― 社会福祉事業に使用するアスファルト舗装他 151,777,081 80,767,062 71,010,019

      機械及び装置 ― 社会福祉事業に使用する印刷機械等 756,100,476 673,028,140 83,072,336

      車輌運搬具 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用するリフトバス等 67,002,269 64,409,923 2,592,346

      器具及び備品 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用する作業機械等 342,143,488 241,423,570 100,719,918

― 【控除非対象】公益事業に使用 10,391,980 7,401,127 2,990,853

      小計 103,710,771

      建設仮勘定 ― 施設建設の為 103,819,000 103,819,000

      権利 ― 社会福祉事業に使用する電話加入権等 ― ― 16,500

      ソフトウェア ― 【控除対象】社会福祉事業に使用する販売システム等 ― ― 35,655,502

― 【控除非対象】公益事業に使用するシステム ― ― 12,285

      小計 35,667,787

      退職給付引当資産 ― 退職給付引当金 ― ― 291,373,831

      その他の積立資産 ― 社会福祉事業に使用する修繕費及び施設整備等 ― ― 827,694,823

      差入保証金 ― 共同生活援助等 ― ― 2,228,430

      長期前払費用 ― 火災保険料、ｾｷｭﾘﾃｨｿﾌﾄﾗｲｾﾝｽ費、ｿﾌﾄｳｪｱ使用料、等 ― ― 3,528,575

      その他の固定資産 ― 【控除対象】社会福祉事業に使用する敷金等 ― ― 3,465,840

― 【控除非対象】公益事業 ― ― 3,000

      小計 3,468,840

      徴収不能引当金△ ― 社会福祉事業に係る得意先等 ― ― 637,340

2,109,730,028

5,202,831,538

9,541,540,315

Ⅱ 負債の部

 1　流動負債

      短期運営資金借入金 みずほ銀行他 ― ― ― 300,000,000

      事業未払金 就労支援事業他 ― ― ― 911,077,257

      その他の未払金 就労支援事業他 ― ― ― 21,901,436

      1年以内返済予定設備資金借入金 ― ― ― 25,956,000

      1年以内返済予定リース債務 青葉 ― ― ― 623,040

      1年以内支払予定長期未払金 割賦代金他 ― ― ― 2,781,258

      未払費用 人件費他 ― ― ― 58,693,549

      預り金 就労支援事業他 ― ― ― 13,416,496

      職員預り金 社会保険料他 ― ― ― 9,554,023

      前受金 就労支援事業他 ― ― ― 15,116,432

      賞与引当金 ― ― ― 168,632,008

      未払税金等 消費税 ― ― ― 16,127,939

1,543,879,438

 2　固定負債

      設備資金借入金 三菱UFJ銀行、三井住友銀行 ― ― ― 314,978,000

      長期運営資金借入金 福祉医療機構 ― ― ― 30,000,000

      リース債務 青葉 ― ― ― 2,544,080

      退職給付引当金 ― ― ― 355,427,698

      役員退職慰労引当金 ― ― ― 3,484,374

      長期未払金 障害福祉サービス等 ― ― ― 2,690,269

709,124,421

2,253,003,859

7,288,536,456

財　  産　  目　  録
2023年 3月31日 現在

流動資産合計

基本財産合計

その他の固定資産合計

差引純資産

固定資産合計

資産合計

流動負債合計

固定負債合計

負債合計
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アートビリティ
ギャラリー 50

◎文中の写真はご本人の了解を得て掲載しています。

ご寄附のお礼
2023年1月～2023年6月に当法人に対して総額 600 千円のご寄附をいただきました。ご支援に対しまして心より感謝申し上げます。

■�アートビリティ…障害者の所得支援を続けてきた社会福祉法人東京コロニーが、アートの分野で力を発揮する人材を後押しし、その才能を収入に結び付ける
ために始めた事業です。約 200 名の作家による 6,000 点以上の作品が揃ったアートライブラリーとなり、年間約 400 点の作品が使用されています。

　昨今、デジタルやテクノロジーは私たちの生活において切っても切れぬ存在となっています。最も顕著な携帯
電話において、ふた昔前までは一部の大人が仕事で所持する程度だったものが、今やだれもが持つものへ。現在、
人によってはスマートフォンがないと駅の改札を通ることすらできません。
　芸術の世界においても、デジタル化の波がすさまじく、技術や手法面もさることながら、驚くニュースを耳に
することがあります。先日、世界的な写真コンクールで、AI で作成した作品が優秀賞に選出されたというのです。
便利だと思っていたデジタル、AI が作品を制作してしまうなんて。賛否両論の旋風が芸術世界に吹き荒れていま
す。
　さて、アートビリティの定例審査会でも、デジタル技術を駆使したイラストの応募が増えてきました。
　そのような中、今回紹介する石附さんは、紙に描いた線にデジタルで着色する、アナログとデジタルのハイブリッ
トとでもいいますか、面白い技法をとっています。
　手描きによる筆圧の強弱に、デジタル着色ならではのパキッとした鮮やかな色彩をうまく融合させることで、
存在感のある作品に仕上がっているのです。
　石附さんはもともと全てアナログの手法をとっていましたが、苦手意識があった着色面での克服方法を模索し、
現在の手法にたどり着いたそうです。
　目まぐるしい勢いで進む社会のデジタル化。便利ではありますが、果たして全てデジタルや機械化、AI に頼る
ことが正しいのか。私にはわかりません。石附さんの作品のようにお互いの良さを補っていくのが社会の在り方
のような気もします。時折、立ち止まり「クリームソーダ」でも飲みながら未来に思いを馳せてみるのです。

『クリームソーダ』
石附　若菜（いしづき　わかな）さん

【作家プロフィール】
1994年生まれ。福島県在住。
家族や友人、支援センターの先生方から褒められたことが絵を描くきっかけ。
集中力を持続させるのは難しいが、絵は１日中描いている。
見てくれた人達が楽しくなるような絵をこれからも描いていきたい。
2018年　アートビリティ登録作家となる。
2021年　�「第３回スタンド灰皿デザインコンテスト」最優秀賞受賞。
　　　　　�海と日本PROJECT「海のPRコンテストうみぽす2021」
　　　　　�ポストカード 一般の部 福島エリア賞受賞。
　　　　　�第５回福島県障がい者芸術作品展
　　　　　�「きになる⇆ひょうげん 2021」きになる⇆ひょうげん賞受賞。
　　　　　�「ならっぷ蚊帳生地ふきんデザイン募集」いいね賞受賞。
2022年　�「MERIDIAN ILLUSTRATION CONTEST」優秀賞受賞。
2023年　�「令和4年度YAMATOイラストレーションデザインコンペ」
　　　　　みんなで選ぶBESTイラスト賞 入賞。
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東京コロニーのホームページ

東京コロニー メインページ
https://www.tocolo.or.jp/

デジタル メディアセンター
https://www.tocolo.or.jp/dmc/

東京都大田福祉工場
https://www.ootafukushikojo.org/

トーコロ情報処理センター職能開発室
https://www.tocolo.or.jp/syokunou/

トーコロ青葉ワークセンター
https://www.colony.gr.jp/aoba/

東京都葛飾福祉工場
https://www.fireman21.net/

トーコロ情報処理センター事業部
https://www.tocolo.or.jp/joho/

トーコロ生活支援センター
https://www.tocolo.or.jp/seikatu/index.html

グループホーム
https://www.tocolo.or.jp/grouphome/index.html

コロニー印刷
https://www.colony.gr.jp/

アートビリティ
https://www.artbility.com/index.html

中野区仲町就労支援事業所
https://colony.gr.jp/nakatyoushienn/

コロニーもみじやま支援センター
https://colony.gr.jp/momijiyama/

コロニー中野
https://colony.gr.jp/colonynakano/

コロニー東村山
https://www.colony.gr.jp/colonyhigashimurayama/


